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序文

この報告書は、県営圃場整備事業に関わる松任市八田中遺跡の調査成果をまとめたものである。

石川平野の中でも、手取川扇状地扇端部に近い沖積地は、かっては、手取川による氾濫原が広が

り、遺跡分布の稀薄なところだとの印象が強かった地域であった。しかし、近年とくに増加して

いるこの地域での発掘調査の結果、各期の遺跡が良好な状態のもとで、濃密に分布することが次

第に明らかにされてきた。とくに注目すべきことは、初期農耕文化すなわち弥生時代初頭の遺跡

分布が顕著であるとの所見を得ていることであろう。これまで、北陸地方の弥生文化は、柴山出

村遺跡で代表される柴山潟周辺地域や、吉崎・次場遺跡で代表される邑知潟周辺の低地域にまず

波及し、この地域を中心に拡散し発達するものとの見方が、ごく一般的な理解だったといえる。

八田中遺跡の調査から、特筆できる成果として挙げうるものに、北陸最古の弥生土器とされる

柴山出村式土器とその前後の土器（縄文晩期終末期の下野式と弥生第II様式土器）が一括出土し

ていることであろう。この時期の遺跡は小規模なのが一般で、これまで、私たちが得ている土器

資料も断片的なものに限られる。当遺跡の発掘も部分的なものであり、出土量は決して多いとは

言えないが、他遺跡出土資料と比較検討することで、この時期の土器編年がより精度を増すもの

と考える。いい換えれば、北陸における初期稲作文化の実態が、当遺跡の資料を加えることでよ

り鮮明化を増したといえよう。遠賀川系の壺形土器が伴出していることも、西日本地域との関係

を考える場合の参考となろう。

松任市・野々市町・金沢市西部にかけて広がる沖積地は、北陸でも初期農耕文化を摂り入れた

一つの中心的地域であった。荒漠とした手取の氾濫原としてのイメージから、加賀の豊かな穀倉

地帯の起源地として、その認識は新たにされた。八田中遺跡での発見もイメージ転換の一翼を担

うものであった。

遺跡発掘には多くの方々のご協力を得ている。低湿地での発掘ではとくに著しい湧水を伴ない、

難作業となることが少なくない。参加された皆々さまに厚くお礼を申し上げたい。とくに、本報

告書に報文を寄せて戴いた藤原広志氏（宮崎大学）・南木睦彦氏（大阪市立大学）には心から感

謝申上げたい。なお、藤原氏にお願いしたプラント・オパートによる分析は、本県では最初の試

みだったことを付言しておきたい。

所長橋本澄夫



例 言

1 本書は石川県松任市八田中町に所在する八田中遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は石川県農林水産部耕地整備課施行の県営ほ場整備事業（旭第 2地区八田中工区）

に起因し、同課の依頼をうけた石川県立埋蔵文化財センターが、石川県松任土地改良事務所と

協議して実施した。調査に係る費用は同課および文化庁の負担による。

3 現地調査は、第 1次調査を石川県立埋蔵文化財センター主査小嶋芳孝、主事三浦純夫、久田

正弘が担当し、昭和60年 9月3日～10月21日まで実施した。第 2次調査は小嶋主査、久田主事

が担当し、昭和61年 4月26日～ 6月16日まで実施した。

4 挿入中の方位は磁北である。

5 写真図版の遺物に付けた番号は挿図の番号に一致する。写真の縮尺は不同である。

6 本書の編集は久田が行った。執筆分担は第 1~6章を久田が行い、第 7章を藤原広志氏（宮

崎大学農学部助教授）、第 8章を南木睦彦氏（大阪市立大学研究員）にお願いした。

7 遺物の整理は、石川県埋蔵文化財協会に委託した。

8 調査関係の資料は、石川県立埋蔵文化財センターで保管している。
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第 1章位置と環境

第 1節 位置と地理的環境

八田中遺跡（八田中雁田川遺跡、八田・宮永ハクサンダ遺跡）は石川県松任市八田中町・八田

町・宮永新町地内に位置する。松任市は金沢市の南西部と野々市町の西部に隣接する人口5.5万

人の市である。松任市は半径約13km、扇開角約110度を測る手取扇状地の扇央部から扇端部内に

かけて存在し、扇端部は地下水が自然に腋でる自噴地帯となっている。海岸部では海岸砂丘となっ

ている。この砂丘は過去 1万年間の完新世に形成された安原砂丘である。安原砂丘は新・旧の砂

丘からなる累積砂丘であり、黒色砂質土層で 2分されている。この黒色砂質土層は縄文中期～古

墳時代初頭までに形成されたようである。八田中遺跡では、黒色土層（第 5図 2層）は月影式以

降に遺跡全体を覆っている。

八田中町・八田町は松任市の北部にあたり、手取扇状地の扇端部に位置する。遺跡群は海岸線

から1.5~2 kmに位置し、標高は 7m前後である。地形は南より北へ、東より西へ低くなってい

る。手取扇状地には手取川の流路跡の痕跡と思われる七ケ用水が存在する。七ケ用水の中の一つ

中村用水は上流の上ニロ・三浦•徳丸地内で五つに分かれている。遺跡群は、一番北側の東川と

柳橋川の間に位置し、八田中町は東川水系の末流、八田町は柳橋川の末流にあたる。八田中町は

全体的に平坦な地形で耕地整理の田面差は二寸を基準にしたという。耕土は全般的に深く、粘土

質なために昭和50年ごろまでは清水の出る田が多かったようである。そのために八田中町は中村

用水に加入しておらず、 「中村保区有文書」によると万延元年(1860）、中新保村から分水を認

められ中村用水に加入したが、水田五十三町弱のうち東南部の約十八町歩だけであるという。

第 2節歴史的環境

金沢市・野々市町・松任市の境付近は県下でも有

数の遺跡集中地区（第 2図）にあたるが、松任市内

の扇端部にかけては遺跡は少なかった。しかし、か

つて松任市内で遺跡が希薄ないし皆無であった地区

もほ場整備に先立つ試掘調査によりかなりの数の遺

跡が確認され、また範囲が拡大していーる遺跡も多い

ことなどから、未確認の遺跡がかなり存在するもの

と思われる。

縄文時代 松任市が調査した八田中ヒエモンダ遺

跡（4) には良好な御経塚式土器が出土していると

いう。西500mに位置する一塚遺跡（7)は縄文時代

後期後葉井ロ II式・八日市新保 I式と月影式の遺跡

-1-
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である。縄文時代後期後半には幅45m、深さ l~2mの南北方向に走る谷状暗部が存在し、この

谷状暗部は月影式までには埋没していた。松任市の調査でも縄文時代の包含層を確認だけしてい

る。また、東方 3km周辺には北陸の晩期の標識遺跡である新保チカモリ遺跡（もと八日市新保遺

跡． 128)、御経塚遺跡（138)、中屋遺跡（126)などが存在する。南約 4kmには縄文時代晩期後

半（大洞A式併行）の長竹遺跡 (80)が存在する。長竹遺跡では、壺は東海地方の突帯文土器の

影響を持つものと 2条沈線内に押引列点文を持つものが存在する。深鉢は条痕、無文、 2条沈線

内に押引列点文を持つものが存在する。鉢類は有文の精製土器が多い。

弥生時代 松任市が実施した八田・宮永ハクサンダ遺跡（4)の調査でも河道と思われる遺構

も確認されているという。東約 2kmの地点に畿内第II様式併行の櫛描文土器と条痕文土器が共伴

している矢木ジワリ遺跡（122)が存在する。櫛描文土器と条痕文土器共に八田中遺跡群の土器

と類似するものが多い。遺構は、土坑・溝などが見られ、住居址は発見されていない。櫛描文土

器が過半数を占めており、ヒスイと緑色凝灰岩で玉造りを行い、石剣を所有している遺跡である。

なお、畿内第 I様式新段階併行の遠賀川系土器 2点が存在することから同時期の条痕文土器も存

在するようである。

柴山出村式土器は下安原海岸遺跡（92)、上安原陸橋遺跡(123)、横江A•E 遺跡（68)、御経

塚遺跡などで出土している。櫛描文土器は下安原海岸遺跡、横江E遺跡、横江庄遺跡（64)など

が見られる。後期では一塚遺跡、一塚オオミナクチ遺跡などがある。

弥生時代終末～古墳時代前期 近接する旭小学校遺跡(8)、宮永遺跡（ 9)、宮永B遺跡(10)、

御経塚遺跡、御経塚B遺跡（142)、御経塚C遺跡（140)などが見られる。弥生時代後期から遺

跡の増加傾向が認められるが、古墳の存在は明らかでない。しかし、野々市町御経塚B （ッカダ）

遺跡では61• 62年の発掘調査で耕作土直下に墳丘を削平された前方後方墳を含む12基以上の古墳

群の存在が確認された。また、北東約 3kmの北塚町にも墳丘が削平された 8基の古墳群が存在す

る。そして、一塚遺跡内に一塚古墳の名を残すが、所在は不明であることや、中相川 1• 2号墳

(28)が存在したといわれるように耕地整理などによってかなりの古墳が消滅したものと思われ

る。

律令時代 南東約 1kmに横江庄遺跡（64)が存在する。平城皇紀朝原内親王から東大寺に献上

された初期荘園遺跡であり、昭和45年の発掘調査により 5間X2間の母屋を中心に 4棟以上の掘

立柱建物が確認されている。奈良時代から平安時代初期の豊富な遺物が出土している。庄家跡の

周りの横江A遺跡には荘園の倉庫群とみられる総柱建物群が検出され、そのうちの 1棟には多量

の炭化米が出土した。また、平安時代後期の土器群も検出されている。

中世 横江館跡 (67)、御経塚町の語源である経塚（141)などが存在する。宮永坊の森遺跡

(19)では中世の井戸・溝などが出土している。

参考文献

藤 則雄 1975「砂丘・埋没林」 『金沢周辺の第四系と遺跡』 北陸第四紀研究グループ

手取川七ケ用水史編纂委員会 1982『手取川七ケ用水史』上巻 手取川七ケ用水土地改良区
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松任市

(1)八田中遺跡（縄文～中世） 2八田中雁田川遺跡（縄文、古墳） （3)八田・宮永新ハクサンダ遺跡（弥生、
古墳、中世） （4)八田中ヒエモンダ遺跡（縄文晩期～中世） （5)八田中中村遺跡（近世） 6八田中アレチ遺
跡（縄文晩期～中世） （7)一塚遺跡・一塚古墳（縄文～古墳、中世） 8旭小学校遺跡（弥生、古墳） 9宮永遺
跡（古墳） 10宮永B遺跡（縄文、古墳、中世） （11)倉部遺跡（弥生中～後期） 12倉部出戸遺跡（古墳） 13 
倉部館跡（室町） （14)倉部B遺跡（弥生中～後期） 15倉部川遺跡（中世） 16浜竹松遺跡（古墳、奈良） 17 
相川新雁田川遺跡（弥生、古墳） 18浜相川相）1|新遺跡（弥生） （19)坊の森寺跡（室町） （20)宮永市遺跡（弥
生後期、中世） （21)竹松A・B遺跡（弥生、古墳） （22)竹松C遺跡（不詳） （23)竹松D遺跡（不詳）
(24)下成町遺跡（不詳） （25)中相｝1|B遺跡（不詳） （26)東相川遺跡（不詳） 27相川館跡（室町） 28中

相川1• 2号古墳（古墳） （29)中相川遺跡（弥生、中世） 30相川新A•B遺跡（古墳） （31)浜相川遺跡（弥
生、中世） （32)浜相｝IIB遺跡（不詳） 33御手洗｝l|遺跡（古墳） （34)徳光野本川遺跡（不詳） （35)徳光
ジョウガチ遺跡（弥生） 36大和隼人館跡（不詳） 37徳光遺跡（縄文） 38徳光遺跡（中世） 39アベノ願証寺跡
（不詳） （40)徳光フルヤシキ遺跡（古墳） （41)徳光一本松遺跡（中世） （42)北安田北遺跡（弥生～中世）
43番出・高松遺跡（平安～中世） 44法仏遺跡（弥生～中世） 45鶴丸館跡（不詳） （46)宮保遺跡（弥生、奈

良、平安） 47光明寺跡（弥生、中世後期）・赤松次郎宮保本陣跡（室町） 48北出遺跡（平安、中世） （49)高
山遺跡（平安）・古屋敷遺跡（平安） （50)宮丸遺跡（平安） •岡本四位館跡（中世） 51安田三郎惟光館跡（不
詳） 52成町遺跡（中世） 53出城城跡（室町） 54松任城跡（室町、安土桃山） （55)道村遺跡（不詳） 56村
井備中守館跡（室町） （57)北川遺跡（不詳） 58中村遺跡（平安） （59)樋爪遺跡（不詳） 60高畠紋左エ門
苓久館跡（室町） 61延寿寺跡（中世） 62村井遺跡（中世） 63中新｛呆遺跡（不詳） 64横江荘々家跡（弥生、平
安） （65)横江A遺跡（縄文～中世） 66ジョウガン寺遺跡（縄文、平安） 67横江館跡（不詳） （68)横江A
~E遺跡（縄文～中世） 69ゴクラクジ遺跡（縄文、中世） 70福増遺跡（縄文、弥生） 71寝上市左エ門館跡（室
町） 72福増東川遺跡（奈良～平安） （73)宮永C遺跡（不詳） 74あさひ荘遺跡（奈良～平安） 75五歩市遺跡
（不詳） 76田中ノダ遺跡（古墳） 77専福寺跡（中世） 78乾町遺跡（不詳） 79高田遺跡（縄文、平安） 80長

竹遺跡（縄文、弥生、古墳） 81橋爪遺跡（縄文） 83橋爪松の木遺跡（中世） 84幸明経塚（不詳） •西方寺跡（安
土桃山） 85倉光館跡（鎌倉） 86若林長門館跡（室町・安土桃山） 87三浦遺跡（古墳～中世） 88三浦常在光寺
跡（鎌倉） 89三浦高麗野遺跡（鎌倉） 90上二口遺跡（平安）

金沢市

91 専光寺海岸遺跡（奈良） 92下安原海岸遺跡（縄文～古墳） 93下安原遺跡（縄文） 94専光寺染色団地遺跡（古
墳） 95専光寺養魚場遺跡（古墳） 96佐奇森遺跡（奈良） 97松村どのまえ遺跡（弥生） 98御館前遺跡（不詳）

99椎日野遺跡（古墳） 100北塚A遺跡（縄文、古墳、平安） 101北塚B遺跡（縄文、古墳、平安） 102おまる
塚古墳（古墳） 103北塚C遺跡（古墳） 104古府カタガリ遺跡（弥生、奈良、平安） 105古府クルビ遺跡（弥生
～平安） 106古府B遺跡（不詳） 107安原工業団地遺跡（弥生、平安） 108安原工業団地遺跡（弥生、平安）
109緑団地地下水処理場遺跡（弥生、室町） 110緑団地公園遺跡（古墳、平安） 111上安原緑団地遺跡（弥生、古
墳） 112南塚遺跡（縄文後晩期） 113びわ塚古墳（古墳） 114南塚B遺跡（古墳） 115上安原遺跡（奈良～平安）

116上安原カナワリ遺跡（古墳） 117中屋ヘシタ遺跡（奈良～中世） 118福増遺跡（不詳） 119松島ナカオサ遺
跡（平安～中世） 120森戸本町遺跡（縄文） 121森戸バイパス遺跡（古墳） 122矢木ジワリ遺跡（弥生中期、古
墳） 123上安原陸橋遺跡（弥生、古墳） 124矢木本町遺跡（縄文） 125矢木マツノキ遺跡（弥生中期） 126中屋
遺跡（縄文後晩期） 127古府遺跡（縄文） 128新保本町チカモリ遺跡（縄文後晩期） 129新保西遺跡（古墳）
130新保東遺跡（古墳） 131森戸住宅遺跡（縄文） 132上荒屋住宅遺跡（弥生） 133上荒屋遺跡（縄文） 134新
保本町ッカダ遺跡（弥生） 135新保南遺跡（中世） 136八日市B遺跡（古墳） 137下福増遺跡（縄文～古墳）
野々市町

138御経塚遺跡（縄文後晩期） 139御経塚B遺跡（古墳、平安） 140御経塚C遺跡（古墳、平安） 141御経塚経塚
（不詳） 142御経塚シンデン遺跡（縄文後晩期、弥生、古墳） 143御経塚オッソ遺跡（弥生） 144野代遺跡（縄

文） 145御経塚ボンサンマイ遺跡（奈良～中世） 146御経塚ヤトメ遺跡（弥生） 147長池キタバシ遺跡（縄文後
晩期） 148長池ニシタンボ遺跡（弥生） 149二日市イシバチ遺跡（中世） 150山林館跡（安土桃山） 151清金ア
ガトウ遺跡（平安～中世） 152末松信濃館跡（中世） 153末松A・C遺跡（縄文～平安） 154末松B遺跡（弥生）
155末松福正寺遺跡（古墳、平安） •福正寺跡（中世） 156ダイカン遺跡（奈良～中世） 157末松廃寺跡（奈良）
158大館館跡（平安～室町） 159末松砦跡（奈良） 160古元堂館跡（不詳） 161末松C遺跡（奈良） 162末松

古墳（古墳） 163法福寺跡（中世）

( )付番号の遺跡はほ場整備事業に伴う分布調査で、新規発見ないし範囲拡大した遺跡
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第 2章調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

石川県農林水産部耕地整備課は、松任市の北部にあたる水田189haを対象に、県営ほ場整備事

業旭第 2地区の実施を策定した。本地区は海岸砂丘後背地に位置するために、地下水の自噴がみ

られる。そのために水田は半湿田となり、植物の酸化腐敗が不十分であるため、土壌は腐植物を

多量に含む泥質土壌となる。また、第 1次耕地整備は明治44年から大正 2年にかけて、標準 8a 

に区画整理された。しかし、水路は用排水兼用であり、農道幅は狭く、小型機械を使用している

現状である。そのため、水田一筆を30aに大型化し、用排水の分離及び農道の整備を行い、大型

機械の導入をはかり、農業経営の近代化を推進する計画が押し進められている。

昭和58年度には旭第 2エ区の計画が着工することになった。昭和59年 9月に耕地整備課から埋

蔵文化財センターに旭第 2地区八田工区内の分布調査の依頼があった。このエ区内には八田中雁

田川遺跡（第 2図2)が存在する。同年10月に分布調査を実施したが、ほぼ全面に遺跡が存在す

ることが確認された。センターは耕地整備課と田面高と埋蔵文化財の保護について協議を行った。

協議の結果、田面工事に際しては遺跡の深さまで掘削しないこと、排水路施工予定地を対象に発

掘調査を実施することとなった。昭和60年8月下旬から10月下旬まで発掘調査を実施した。

昭和60年10月に耕地整備課から旭第 2地区八田中工区昭和61年度施工予定区域内の分布調査の

依頼があった。このエ区内には八田•宮永新ハクサンダ遺跡（第 2 図 3) が存在する。センター

は分布調査を実施し、遺跡の存在と範囲が明らかになった。八田中雁田川遺跡と八田・宮永新ハ

クサンダ遺跡が広がり、遺跡の切れ目がなくなった。よって、八田・宮永ハクサンダ遺跡は松任

市旭工業団地内に遺跡地図の範囲以上に遺跡が広がっている可能性が高い。松任市が調査を行っ

た八田中アレチ遺跡の範囲がほ場整備事業に伴う県の分布調査で北側に拡大したことからも伺え

る。協議の結果、田面工事は遺跡の深さまで掘削しないこと、用排水路施工予定地を対象に発掘

調査を実施することとなった。昭和61年5月上旬から 6月中旬まで発掘調査を実施した。

第 2節 第 1次調査の経過

第1次調査は排水路設置予定箇所2500対を対象に小嶋主査、三浦、久田主事、横山調査員が発

掘調査を担当した。小嶋主査と横山調査員はNT区、 ST2-1~2-3区を担当し、三浦・久田主

事は ST1区、 ST2-4区を担当した。 8月23日工区長との作業打合せ、 9月3~12日まで重機

による表土除去作業を実施した。

NT区の調査は 9月10~30日まで実施した。 10日2区の遺構検出作業を実施、 13、14日遺構掘

下げ作業を実施し、第 1号溝から梯子が出土した。 21~28日3~5区の遺構検出・掘下げ作業を

実施した。 30日1区の遺構検出作業を実施して、 NT区の調査を完了した。

ST I区の調査は 9月 9~17日、 10月 l~3日まで実施した。 9月9日～20日1-2区の遺構検
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出・掘下げ作業を実施した。 10月 1~3日1-1区の遺構検出・掘下げ作業を実施した。

ST2区の調査は 9月20~10月21日まで実施した。 10月 5~15日2-1~2-3区の遺構検出・掘

下げ作業を実施した。 9月20日2-4区の遺構検出作業を開始した。南トレンチの落ち込みに柴山

出村式土器が検出された。松任土地改良事務所の了解を得て、 25日柴山出村式土器の出土した地

点の調査区を拡張した。 26日北トレンチでヒスイ製と思われる勾玉が出土した。 27日～10月18日

まで河道跡の掘下げ作業を実施した。 16日にセクションベルト内から御物石器が出土した。 19日

器材整理を行い、 21日に器材を撤収して、発掘調査を完了した。

調査協力者氏名

林 秀直、舟渡清治、舟渡とし、宮川美智子、前田美知子、松江久枝、作田信吉（宮永市町）、

得田 隆、前田文子、宮本紀代子（宮永町）、小西義雄（竹松町）、林歓子（中新保町）、吉

藤純子、宮西康信、宮西寿美子、浜本外芙子、川北美智子、森 典子（八田町）、小田 実（金

沢市）原 英子、高田多喜子、高作房子（八田中町）

藤 則雄（金沢大学教養学部教授）

第 3節第 2次調査の経過

第 2次調査は用排水路設置予定箇所500吋を対象に発掘調査を実施した。松任土地改良事務所

と地元の了解を得て、麦の青刈りを行い、発掘調査を実施した。調査は小嶋主査、久田主事が担

当した。

昭和61年 4月26日、 5月6日重機による表土除去作業を行う。 5月 6日器材搬入し、遺構検出

を始める。 6~13日遺構検出と掘下げ作業を行う。 13日から河道跡を掘下げ始める。 23日遠賀川

式土器と思われる土器片が出土した。 6月1日金沢大学藤則雄教授による花粉分析資料の採集作

業を行う。 2日5区北の落ち込みから土偶出土した。 4~11日写真撮影、遺構実測作業を行う。

13日プラントオパール資料採集の準備を行う。 14日宮崎大学藤原宏志教授、脇元三郎氏によるプ

ラントオパール資料採集作業を行う。 16日土壌サンプル採集作業を行い、発掘作業を終了した。

調査協力者氏名

森 典子、浜本恵子、浜本外美子、宮西康信、宮西寿美子（松任市八田町）、吉藤純子、高田

多喜子、高作房子、原 英子（八田中町）林 ＊子（中新保町）

番匠信夫、大谷佳子、浅田祐美、都築信昭、小賀清隆、柳沢深志（金沢市）

藤 則雄（金沢大学教養学部教授）、藤原広志（宮崎大学農学部助教授）、脇元三郎、南木睦彦

（大阪市立大学研究員）
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第 3章第 1次発掘調査

第 1節 発掘調査区について

発掘調査対称箇所（第 3図）はほ場整備対称区域の排水溝設置箇所であり、幅 2mの調査区で

ある。県道以北と以南で大別し、北側をNT区と呼称し、南西地区を STl区、南東地区を ST

2区と大別した。調査区の主軸はST1 -1区N-68.5-E、1-2区N-21.5-W、ST2-l区N

-79. 5-E、2-2区N-21.5-W、2-3区N-68.5-E、2-4区N-21.5-Wである。 NT区の

主軸は 1区N-2l.5-W、2区N-l.5-E、3区N-87.5-W、4区N-93.5-E、5区N-

2.5 -Wである。

第 2節 基本的層序と概要

1 S T 1区

1-1区と1-2区にから成る。 1-1区は全長約38.5mあり、遺構は 5本の溝とピット 1個が検出

された。遺構検出面は6.2m前後である。基本的層序は第 1層耕作土層、第 2層黒色粘質土層（包

含層）、第 3層灰黄色砂質土層（地山）である。

1-2区は全長約280mあり、遺構は北から95m付近に存在し、 4条の溝と浅いピット群が検出

され、遺構検出面は6.3m前後である。層序は第 1層耕作土層、第 2層褐色粘質土層（黄色プロッ

クを含む）、第 3層灰黄色砂質土（地山）であるが、 95m以南は第 3層暗灰色粘質土層、第 4層

灰白色粘質土層（地山）となる。

2 ST 2区

県道倉部・金沢線横の調査区を2-1区、（樹金沢包装の西側を2-2区、南側を2-3区とし、旭エ

業団地までを2-4区とした。

2-1区は全長約23mあり、 1本の溝が検出された。遺構検出面は 6m前後である。基本的層序

は第 1層耕作土層、第 2層暗褐色粘土層（客土）、第 3層暗黒褐色粘土層（植物遺体を含む）、第

4層暗茶褐色粘土層（植物遺体を含む、鉄分多い）、第 5層黄灰色粘土層（植物遺体を含む、地

山）である。

2-2区は途中に工事用の基準杭が存在したために、全長約67mの北トレンチと全長約114mの

南トレンチからなる。北トレンチでは 1本の溝が検出された。遺構検出面は 6m前後である。南

トレンチでは 2本の溝が検出された。遺構検出面は6.4m前後である。基本的層序は第 1層耕作

土層、第 2層黒褐色粘土層、第 3層灰茶褐色粘土層、第 4層黄褐色粘土層（地山）である。

2-3区は全長67mあり、 6条の溝とビットが検出された。遺構検出面は6.5m前後である。基

本的層序は2-2区と同じである。
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2-4区は工事用道路がすでに存在したために、北トレンチ（全長109m)と南トレンチ（起点

から114m地点から全長92m)から成る。北トレンチでは 5条の溝とピットが検出された。遺構

検出面は7.2m前後である。南トレンチでは 3本の溝、土坑、河道跡、風倒木痕が検出された。

遺構検出面は7.3m前後である。基本的層序は北トレンチは第 1層耕作土層、第 2層黒色粘質土、

第 3層灰黄色砂質土（地山）である。南トレンチは第 1層耕作土層、第 2層黒褐色粘質土層、第

3層灰黄色砂層（地山）であるが、第 2号溝より南側には第 2層と第 3層の間に灰褐色土層（北

側はやや粘性を含む砂質土層、南側では粘質土層）が存在する。

3 NT区

NT区は県道倉部・金沢線の北側に位置する調査区であり、南側から排水路が折れ曲がるごと

に 1区、 2区と呼称した。

NTl区は全長105mの調査区であり、遺構は検出されなかったが、柴山出村式土器が深さ約l

0cmの落ち込みに 2群検出された。基本的層序は第 1層耕作土層、第 2層暗茶褐色粘質土、第 3

層灰褐色粘土層、第 4層暗灰色粘土層、第 5層灰黄色粘土層（地山）である。

NT2区は全長約50mの調査区であり、北端部ではNT3区と接している。 9条の溝と性格不

明遺構などが検出された。基本的層序は第 1層耕作土層、第 2層黒色粘土層、第 3層灰黄色層粘

土層（地山）である。

NT3、4区は 2区に接し、西方向に全長約117mの調査区である。 2区から82m地点で、排

水路がやや南に振れており、その地点から西側を 4区とした。 3区では 4条の溝が検出されたが、

4区では遺構は検出されなかった。基本的層序は 2区と同じである。

NT5区はNT4区西端から南に伸びる全長67mの調査区である。 1条の溝が検出された。基

本的層序は第 1層耕作土層、第 2層濁灰白色粘土層、第 3層灰白色粘土層（地山）である。

第 3節 S T 1区の遺構と遺物

1 S T 1 -1区

第 1号溝

遺構（第 6図）

1 -1区の東端に位置し、幅約1.5m、深さ0.2mを測り、ほぼ北方向に流れる溝である。

遺物（第 7図 l~3)

出土遺物は全て須恵器である。 1は口径約16cmの蓋である。焼成はあまく、色調は灰白色であ

る。 2は口径12.3cm、底径9.5cm、器高3.6cmを測る杯である。底部はヘラキリ後軽くナデている。

胎土には黒色と白色の粒子が多く入っており、焼成は良好であり、重ね焼きの跡が見られる。色

調は灰色である。 3は底径14.1cmを測る杯である。底部ヘラキリ後に、その跡をナデ消しており、

「ル」のような墨書が見られる。胎土には気泡が多く含まれており、焼成はあまく、色調は灰白

色である。
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第 6図 S Tl-1区遺構実測図 (1/60) 
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＼ 

□1 
゜

10cm 

l、2、3…第 1号溝
4............第 2号溝

5 ~ 7……包含層出土

~.J 
第 7図 S Tl-1区出土遺物実測図 (1/3) 

第 2号溝

遺構（第 6図2)

幅 l~2m、深さO.l~0.2mを測り、北北西方向に流れる溝であり、第 3号溝に切られている。

覆土は褐色砂質土の単一層である。
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遺物（第 7図4)

4は、口径12.1cm、底径8.2cm、器高3.5cmを測る。底部はヘラキリ後に軽くナデている。胎土

には 3mm大の小石や砂粒がやや多く、気泡は多く含む。焼成はややあまく、色調は白灰色である。

第3号溝（第 6図）

幅 1~1. lm、深さO.lmを測り、ほぼ北方向に流れる溝である。主軸は第 1号溝と一致し、第

1号溝とは約5.8mの距離を有する。覆土は黒色粘質土である。

第4号溝

幅1.1~1. 3m、深さO.lmを測り、北北東方向に流れる溝である。主軸は第 2号溝と一致する。

第 2号溝とは約4.5mの距離を有する。

包含層出土遺物（第 7図5~7)

5は底径7.0cmを測る杯の底部であり、ヘラキリ後丁寧にナデている。底部には 2文字の墨書

が認められるが、 1文字目は「生」、 2文字目は解読不可能であった））。胎土には 4mm大の小石

と黒色と白色粒子が多く含まれている。焼成は良好で、色調は灰色である。 6• 7は壺・瓶類の

底部である。 6は底径12.3cmを測る。胎土には黒色と白色の粒子を多く含み、焼成は非常に良好

である。色調は暗灰色である。 7は底径9.6cm、高台径11.2cm、高台幅1.4cmを測る。胎土には 2

~3 mm大の小石を含むが緻密である。焼成は良好であり、色調は灰色である。図化できなかった

が弥生土器ないし土師器の高杯の脚部と思われる土器がある。

2 STl-2区

第 1号溝

遺構（第 8図2、図版第一）

1-2区の起点から10~16mに位置する。幅は西側4.8m、東側6.3mを測り、南東側に開く遺構

である。東側には、現存長1.8mの土坑と思われる遺構 (6• 9層以下）が存在し、その遺構を

切って幅約 2m、深さ約0.4mの遺構（下層、 7層以下）が存在する。遺物は上層 (5層）と下

層 (7層以下）から出土している。幅 2mの調査区のために溝状遺構として扱ったが、詳細は不

明である。

遺物（第10図 l~15)

1は口縁をつまみ出した「く」の字状口縁の甕形土器である。

上層出土遺物 (2~10) 2は口径11cmを測る須恵器の杯である。胎土には黒色・白色粒子を

多く含み、焼成は非常に良好である。色調は暗黄茶褐色である。 3は壺・瓶の底部であり、底径

10.4cmを測る。底部の内外面ともタール状の付着物が付いている。外面は全てケズリが施されて

いる。胎土には多量の気泡と黒色粒子が含まれている。 4は内面黒色の無台の杯である。底径5.

3cmを測り、回転糸切り痕がみられる。胎土には 2mm大の小石と海綿骨針が入っており、気泡は

多い。 5は内面黒色の有台杯である。口径16.2cm、底径7.8cm、高台径8.2cm、器高6.1cmを測る。

外面の体部下半にはケズリを施し、内面はハケナデ後、体部には丁寧なミガキが施されているが

口縁部までは及んでいない。胎土には海綿骨針を含み、焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色
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1・・・耕作士層
2…茶褐色粘質土層
3•••黒褐色粘質土層
4・・・灰褐色砂質土層
5 a•••暗茶褐色粘質土層

（植物質多し、上層｝
5 b••黒茶褐色粘質土層

（植物質多し、上層｝
6…暗灰褐色砂質土層
7…黒褐色粘質土層

（植物質多し、下層｝

8・・黄色粘質土層
9・・・暗灰色粘質土Ill

（炭化物を含む）
10・・暗黒褐色粘質土層
11・・・灰色粘質土層
12・・・黄灰色砂質土層
13・・・i!II灰色砂質土Ill
14・灰青色砂質土層

第8図 STl-2区遺構実測図 (1/60) 

である。 6は内面黒色の有台皿である。口径13.5cm、底径5.8cm、高台径 7cm、器高3.3cmを測る。

内面はハケナデ後、ミガキが施されている。胎土には海綿骨針とやや多めの砂粒と気泡が含まれ
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ている。 7 • 10は長胴甕、 8 • 9は小型甕である。 7は口径18.8cm、頸部径17cmを測る。受口状

の口縁部を持ち、折り返しはあまりみられず、口縁端部は丸くおさめている。胎土には 4mm大の

小石を含むが緻密である。焼成は非常に良好であり、色調はにぶい黄褐色である。 8は口径13cm、

頸部径11.6cmを測る。口縁部は受口状を呈し、口縁端部を内側に丸く肥大させている。胎土には

3 mm大の小石と砂粒を含み、焼成は良好であり、色調は暗茶褐色である。 9は口縁部の外側をつ

まみあげており、胎土には砂粒を多く含み、焼成は良好であるが外面は二次焼成のために荒れて

いる。内面にはススが付着している。 10は内側に折り返す口縁を持ち、口唇部を面取りしている。

口径21.2cm、頸部径19.8cmを測る。胎土1こは 2mm大の小石と砂粒を含む。焼成は良好であり、色

調はにぶい黄橙色であるが、外面全体は黒色、内面の胴部は薄茶褐色である。

下層出土遺物（11~14) 11~13は有台の杯である。 11は口径11cm、底径9.4cm、高台径7.8cm、

器高4.5cmを測る。底部はヘラキリ後軽くナデている。胎土には 2~4mm大の小石や砂粒を多く

含み、焼成は良好であり、色調は灰色である。 12は口径12.2cm、底径9.3cm、高台径7.8cm、器高

4.3cmを測る。底部はヘラキリ後軽くナデており、墨書の跡がみられる。胎土には砂粒を多く含

み、焼成は非常に良好であり、色調は暗灰色である。 13は口径12.8cm、底径10.4cm、高台径 9cm、

器高5.1cmを測る。底部はヘラキリ後軽くナデており、墨書の跡がみられる。胎土には多くの砂

粒を含み、焼成は良好であり、色調は灰色である。 14は口径16cm、底径14cm、器高2.3cmを測る

盤である。胎土には 2~3mm大の小石と微砂粒を多く含み、底部内面には墨の跡がみられる。

まとめ 下層出土土器はその技法的特徴から吉岡康暢氏編年2)の第II2期に比定され、 8世紀

後半後葉となろう。上層出土土器は甕類から吉岡編年の第W期～第V期の特徴がみられ、第10図

5の体部下半のロクロケズリは第Vl期に盛行する技法であることから、 10世紀中葉ごろに廃棄

されたものと思われる。

第 2号溝

幅約40cm、深さ約20cmを測る溝である。平安時代の土器片が出土した。

第 3号溝

幅40~60cm、深さ約15cmを測り、北方向に流れる溝である。覆土は黒色粘質土である。

包含層出土遺物（第 9図） 土錘である。長さ4.3cm、幅3.4cmを測

り、重量は35gである。孔径は上1.6cm、下1.4cmを測る。

口
（） 5 cm 

第 9図 S Tl-2区土錘実測図

--16 -



□ 口／口《，

： 8
 

‘ ・._ 

3
 

＼ニーニ
4 

ーー ーニロニ丁三三 — — ｀ ＝三

. 

二二，――ゞ、

5
 

口二／

- ---.=•ー ・一―___て

3
 

ー

ロ
ロ
ロ

10 

▽
 

「

J

6
 

。

J 
10cm 

2~10…上層出土土器

11~14…下層出土土器

\—- ーロ□ ［ 
第10図 STl-2区第 1号溝出土遺物実測図 （1/3) 

- 17 -



第 4節 ST 2区の遺構と遺物

1 S T 2 -1区

第 1号溝（第11図）

2-1区のやや西側に存在し、起点（西側）から4.5~4.7mに位置する。 2-2区の起点（北側）

から16~17mの距離を有する。幅約1.2m、深さ約0.2mを測り、北北東方向に流れる溝である。

2 ST2-2区

第 1号溝

遺構（第11図）

北トレンチのやや南側に存在し、起点（北側）から37~39mに位置する。幅約 2~2.2m、深

さ約0.3mを測り、東西方向に流れる溝である。南側には 2本の杭がみられた。覆土の状態や方

向などから判断すると2-1区第 1号溝と同じ溝と思われる。

遺物（第13図 1~3)

1は縄文土器である。波状口縁の深鉢で丸い断面のエ具で沈線を引いている。後期後半の井口

式と思われる。 2は「く」の字状の口縁部をもつ甕である。口径は15.4cmで、外面にはススがこ

びり付いている。 3は有段の甕であり、口径20.8cmを測る。口縁部外面は剥離している。口縁端

部と頸部にはススがこびり付いている。

第2号溝（第11図）

南トレンチの中央よりやや南に存在し、南トレンチの起点（南側）から17.5~21.5mに位置す

る。幅 4m、深さ約0.3~0.4mを測り、東北東方向に流れる溝であり、ほぼ中央に幅0.8m、深

さ0.3mの溝を持つ。

第3号溝（第11図）

起点から30~37mに位置する。幅 l~1. 4m、深さ0.3~0.4mを測り、やや蛇行しながら北方

向に流れる溝である。

3 ST2-3区

第 1号溝

遺構（第12図）

2-3区の中央からやや東側に存在し、起点から41~48.5mに位置する。幅7.5m、深さ0.2mを

測り、東北東方向に流れる溝である。

遺物（第15図）

珠洲焼の播鉢が出土した。おろし目は2.9cm間に 7本みられる。

第2号溝（第12図）

2-3区の中央からやや西側に存在し、起点（西側）から20.5~22.8mに位置する。幅1.5m、
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（植物遺体含む、地山）

S T2-2区第2号溝層位

l…耕作土層

2・・・淡茶灰褐色粘質土層

3・・・暗灰褐色粘質土層

4…暗灰茶褐色フショク土層

5…黒褐色粘土層
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7…黄褐色粘土層（地山）
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竺
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第11図 S T2区遺構実測図（1)
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2・・・暗灰褐色粘質土層
3…暗灰茶褐色フショク土層

4…黒褐色粘土層
5…灰茶褐色粘土層
6…黄褐色粘土層（地山）

(1/60) 
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第12図 ST2区遺構実測図（2) (I/60) 
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深さ0.3mを測り、西北西に流れる

溝である。

包含層出土遺物（第16、17図）

包含層からは平安時代の長胴甕の

口縁部と土錘が出土している。第16

図 lは口縁部を肥大させ、先端をナ

デて先細りさせている。第17図 lは

瓦質ぎみの土錘であり、長さ4.1cm、

幅3.2cm、重量50gを測る。孔径は

上下1.3cmを測る。 2は長さ3.7cm、幅2.7cm、重量26gを測る。孔径は上1.2cm、下1.1cmを測る。

こ1J□□-92  

口―一]ニ三 → 
。

10cm 

第13図 S T2-2区第 1号溝出土遺物実測図（1/3)

4 ST  2 -4区

第 1号溝

南トレンチの北側に存在し起点（北トレンチの北側）から119.5~120mに位置する。溝状遺構

として掘り始めたが、幅2.5m以上の風倒木痕であった。柴山出村式土器が出土している。

第 2号溝

遺構（第12図）

南トレンチの中央よりやや北側に存在し、起点から145.5~150.5mに位置する。幅1.2~1. 4m、

深さ0.3mを測り、北北東方向に流れる溝である。

遺物（第18図、図版第十三）

柴山出村式土器数片、石鏃、白磁皿の高台が出土している。石鏃は長さ3.5cm、幅 1cm、基幅

1. 8cm、厚さ0.3cm、重量1.7 gを測る。石質は輝石安山岩である。

第 3号溝

遺構（第12図）

北トレンチの南端に存在し、起点から104~105mに位置する。幅約60cm、深さ約20cmを測り、

北東方向に流れる溝である。周辺には深さ約10cmのピットが存在し、一番右端のピットからはひ

すい製と思われる勾玉が出土している。

遺物（第19図、図版第十三）

長さ1.40cm、幅0.92cm、厚さ0.74cm、重さ 15gを測る。せん穴は 2方向から行われ、円錐状の

断面形を呈し、穴の幅は前面幅0.28cm、後面0.38cmを測る。

調査区出土遺物（第16、20図 図版第十三） 第16図2は南トレンチの柱穴から出土した平安

時代の長胴甕である。 3は地山面から出土した。口縁部には縄文が施されている。第20図 lは北

トレンチの断面で検出された打製石斧である。長さ20.5cm、刃部幅9.2cm、くびれ部幅5.8cm、頭

部幅 6cm、厚さ3.6cm、重量590gである。 2は長さ 15.8cm、頭部幅7.9cm、くびれ部幅5.8cm、頭

部幅6.4cm、厚さ2.4cm、重量350gである。

- 21 -



土坑（第14図）

南トレンチのほぼ中央に位置し、後述する河道跡がほぼ埋没した跡に造られたようである。東

端と南側の上場はさだかではないが、長さ(140)cm、幅（90)cm、深さ30数cmを測る。主軸はN-

53-Eである。覆土は炭化物を大量に含む黒色粘質土の単一層であることから土坑墓の可能性も

存在する。

河道跡（第14図、図版第二）

南トレンチのほぼ中央に位置し、上段幅約13m、中段幅約8.2m、下段幅約7.3mを測り、北北

東方向へ流れる河道跡である。河道跡は水が流れていた中段以下は深さ約50~70cmを測り、急に

落ち込んでいる。最下層だけが砂層であり、他は腐蝕土が順次堆積している。中段から上段にか

けては地山質の砂層が堆積しており、その砂層を切って土坑が掘られている。河道跡と土坑は灰

色粘質土層 (3層）によって覆われており、灰色粘土層からは櫛描文土器（第23図3)が出土し

ている。灰色粘土層の上には黒色粘質土層 (2層）が覆っている。黒色粘質土からは土師器（第

23図 l、2)が出土している。河道跡の上段落ち際から御物石器が灰色粘質土直上で出土した。

東拡張区からヒョウタンが出土した。遺物の大部分は上段から北側の下段 2m付近にかけて上か

ら流れ込んだように出土している。南側からの出土は少なかった。

5 土坑および河道跡出土遺物について

両遺構出土土器と第 2次調査出土土器は密接に関連していると思われるので、壺形土器（以下

壺と省略）、甕形土器（以下甕と省略）、鉢形土器（以下鉢と省略）とも、器形と文様は下記の

基準で分類する。

土器分類

A類条痕文を持つ土器

B穎無文ないし精製土器

C類遠賀川系土器

D類櫛描文土器

器形

I類 口縁部が内径するもの。

II類 口縁部が直立するもの。

m類 口縁部がほぼ直線的に外傾するもの。

IV類 口縁部が外反するもの。

V類 口縁部が波状を呈するもの。

文様

a穎 直線文を持つものを一括した。

1 直線文を持つもの。

2 直線文と綾杉文を持つもの。

3 直線文と波状文を持つもの。

- 22 -
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l…耕作土層

2…黒褐色粘質土（粘性が強い）

3…灰色粘質土層（粘性強い、

炭化物を含む）

4…黒色粘質土層（粘性強い、

炭化物・土器を多く含む）

5…暗褐色フショク土層・暗褐色粘土層

6…明灰色粘質土層

7…明灰黄色砂層

8…濁灰色粘質土層

9…黒色フショク土層

10…灰黄色砂質土層（粘性あり）

11…黒褐色粘質土層

12…暗茶褐色フショク土層（弱粘・炭化物を含む）

13…暗灰褐色粘質土層

14…暗灰黄色砂質土層（粘性あり）

15…茶褐色フショク土層

16…濁茶褐色フショク土層

17…淡黄灰褐色フショク土層

18…暗灰色粘土層

（炭化物を少々含む）

19・・・暗茶褐色フショク土層

20…濁灰色粘土層

21…灰青色砂層（フショク土プロックを含む）

21 b…灰青色砂層 21 C…灰青色砂層（フショク土多い）

22…淡茶褐色フショク土層

23…灰褐色粘土層

24…灰褐色砂質土層

25・・・灰褐色砂質土層

第14図 S T2-、↓区河道跡実測図（1/60)
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第15図 S T2-3区第 1号溝出土遺物実測図(1/3)
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第16図 S T2-3、4区出土遺物実測図(1/3)

直］
＜二＞

0 5 cm 

口
゜。

10cm 

第17図 S T2-3区土錐実測図（1/2)

鴨
9

0

e
 第18図 S T2-4区第 2母溝出土遺物実測図(1/2) 第19図 S T2-4区第 3号溝出土遺物実測図（原寸）

こ 2

□210図
゜

10cm 

ST2-4区北トレンチ出土石器実測図 (1/3) 
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4 直線文と連弧文と刺突文を持つもの。

b類 指頭沈線文を持つものを一括した。

l 少条の直線文を持つもので条間を開けないもの。

2 数条からなる直線文を持つもので条間を開けるもの。

3 直線文と波状文を持つもの。

4 連弧文を持つもの。

5 剌突文を持つもの。

6 刺突文と直線文を持つもの。

c類 工字文の系統に属すると思われるものを一括した。

l 眼鏡状隆起帯を持つもの。

2 浮線文を持つもの。

3 浮線文とエ字文状の文様と楕円文を持つも

の。

4 エ字文状の文様と長方形区画文を持つも

の。

5 匹字文風の文様を持つもの。

d類 山形文を持つもの。

土坑出土遺物

土器（第22図、図版第八）

壺形土器 (1~4、6~11) A類は 1~4、B類は

6~11である。 1は断面V字形の条痕で深く、 3もやや

深い。 6の縦の文様は 2次的に付いたものである。 7~

11は同一個体である。 11は壺BII c 5類であり、口径25

cmを測る。口縁部文様帯を段と無文帯で区分しており、

口縁部には突帯が剥離した跡がある。口縁部には匹字文

風の文様が施されており、胴部には左右に舌状の文様

(10)が施されている。これはC-3型変形工字文（須

藤1983)に近似する。円形剌突文は直径 l~2 mmの竹管

を使用したようである。口唇部と内側の縄文はLRであ

る。内外面ともミガキを入れているが、他の土器と同様

に 1~2 mm大の小石を多量に含んでいる。

甕形土器 (5、12~17) 全てA類であり、内外とも

条痕調整である。 5、12、13、16の刻目は指で施されて

おり、 5以外は刻みが深い。 14• 15は指頭による摘み上

げがみられ、口縁部や指頭沈線の裏側はいびつである。

16の内面は条痕後ナデているが、接合痕は消していない。

こ l

0 lOcm(l/3) 

ー

ハ

し喜
゜

I 2 

く::>
5 cm(l/2) 

第21図 土坑出土石器実測図
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17は半歓竹管で山形文を施している。同一個体は河道跡の最下層から出土している。

底 部(19、20) 19は13の底部と思われ、底径 9cmを測る。縦糸横糸間隔 4mmの網布圧痕で

あると思われる。 20は底径7.8cmのA類の底部であり、長さ 6~7mm、幅 4~5mmの圧痕がみら

れる。

石 器（第21図、図版第十三）

2は輝石安山岩質の石鏃である。長さ 4cm、幅1.64cm、厚さ0.45cm、重量2.5 gを測る。 1は

打製石斧である。長さ20.4cm、刃部幅9.5cm、くびれ部幅6.7cm、頭部幅6.2cm、厚さ3.2cm、重量

640 gを測る。

土坑から第23図3の櫛描文土器の破片の一部が出土し、第22図13の同一個体の多くが

河道跡から多数出土した。また、 17の同一個体は河道の最下層から出土するなど、河道跡と土坑

lj ¥ 士
口斎

出土土器の接合関係がみられる。

河道跡出土土器（第23~31図、図版第九～十二）

土師器と櫛描文土器は上層から出土、または少量なので先に記述する。

土師器 (1、 2) 河道跡が完全に埋没した跡に堆積した黒色粘土層から出土している。 1は

「く」の字状口縁を持ち、ハケ調整後、口縁部をヨコナデでハケを消している。胎土には0.5~

3 mm大の小石を含み、白色の粒子を多く含む。色調は薄茶灰色である。 2は口径13.8cmを測り、

磨耗のために調整は不明である。色調は明黄褐色である。土師器に分類したが定かではない。

櫛描文土器 (3~5) 河道跡からは櫛描文土器と思われる土器が 3個体出土している。 3は

大部分が土坑を覆っている灰色粘土層から出土している。口径19.6cm、頸部径16.6cmを測る壺D

皿類である。櫛は幅 9mm間に 5本の歯がみられ、太い櫛描文である。櫛の回転は右周りである。

la □3
 

こ

[

b
 

＼
 

- --ーーロ

。
10cm 

5
 

第23図 河道跡出土土器実測図（1) (1/3) 
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ハケメの原体を使って口唇部の内外面に刻みを入れている。胎土には 1~2mm大の小石を大量に

含むが、条痕文を持つ土器に多い白色・透明の石（石英岩か）はない。海綿骨針もみられる。焼

成は非常に良好であり、色調はにぶい黄褐色で外面にはススが付着している。 4は細口壺と思わ

れ、拡張区の東側の18層から出土した。櫛は幅llmm間に 4本の歯がみられる。文様は直線文を 2

段配し、波状文を下段に配する複帯構成である。櫛の回転は右周りである。内側のハケの幅は 2

~3  mm間隔である。胴部は斜め方向のヘラミガキがされている。胎土には0.5~2mm大の砂粒と

気泡を多く含み、焼成は良好であり、色調はにぶい黄褐色である。 5は河道跡下段の15層のほぼ

中央で他の土器から離れて出土した。外面はハケ調整後にナデ消している。胎土には 1mm大の砂
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粒と気泡を多く含み、焼成は良好であり、色調は淡い黄褐色である。

柴山出村式土器

壺形土器 A類（第24図） 6は口唇部から少し離して貼付突帯を持ち、指先による押圧を加

えている。口唇部はヘラ先で剌突を加えている。色調が黄褐色を呈し、他の壺A類の薄灰褐色基

調と異なる。 7は口縁内面に跳上文風の文様があり、口唇部には押引文がみられる。 8は口径29

cmを測る。口縁部に幅広の突帯を貼り付け、指頭沈線文（右周り）を引いてから上 2段、下 l段

の指頭列点文を入れている。突帯貼付後に条痕調整がなされている。指頭沈線文を寸断してコプ

状の貼付がみられる。 9、10、12の条痕は断面形は丸いものであり、横の条痕は櫛状具によると

思われる。 10と12は同一個体の可能性があり、両者ともススが付着している。 11は横方向の条痕

を施した後にうねりの大きな波状文を半歓竹管で鋭角的に施文している。胴部にはススが付着し

ている。 13は斜行条痕は断面V字形で深く、横方向の条痕は断面は丸く浅い。 15の条痕断面は深

く丸い。 21は親指と人指し指で指頭沈線文を施している。 2本の指で器面を削り取り、その粘土

を摘み上げている。摘み上げは 4ヶ所と思われる。色調はにぶい黄褐色が基調である。

小 結 壺A類は薄灰褐色を呈しており、他の土器（にぶい黄褐色基調で多量の海綿骨針を含

む）とは異なる。波状文や跳上文は東海地方の条痕文土器に特徴的であり、壺A類の大部分には

東海地方との関連が想定される。

B類（第25図） 22は口縁端部を面取りしている。 23は口径9.8cmの浮線文をもつ壺（BIc 2 

類）である。浮線文の幅は 2~3mmで丁寧に磨いている。頸部には赤彩の跡がみられる。胎土に

は2~3mm大の小石をやや多く含むが、焼成は良好で、色調は黒褐色である。 24はエ字状の文様

を2段配し、下段から降りた文様で隅円の長方形区画文を囲んでいる。その下には長方形区画文

がある。外面は丁寧なミガキ、内面はナデ調整である。胎土には 2~3mm大の小石を多く含み、

焼成は非常に良好である。色調は暗褐色であるが、ミガキで黒褐色を呈する所もある。なお、外

面にはススが付着している。 25• 26は同一個体の可能性があるが、 25は表面がやや摩滅しており、

工字状文を持つものと思われ、色調は薄茶褐色である。 26は丁寧にミガキがされ、黒褐色であり、

内面には炭化物が付着している。綾杉文は沈線より後に施文されている。 27は赤彩されている。

28は口縁・ロ唇部とも棒状具で押引きしている。 29は胎土に白色の小石を大量に含んでいる。 30

~33は山形文を持つ壺であり、 30は口唇部を木の小口面でナデている。 33は三角形である。 34は

口径30cm、頸部径26cmの波状口縁の壺である。波頂部には円形浮文を貼り付け、円形剌突を加え

ている。口唇部にはヘラで刻みを入れている。外面は 2本、内面は 1本の沈線で波頂部を弧線で

連結している。頸部と胴部を突帯と段で区分している。その突帯には円形刺突が深いために内側

に盛りあがっている。内外面とも丁寧にミガキがなされている。胎土には 1~4  mm大の小石を多

く含む。外面にはススが付着している。 36は沈線で突帯状に削り出し、円形刺突を加えている。

内外面ともミガキがなされている。 34と36は同一個体の可能性が高い。 37は2条沈線施文後に波

状文を施文している。胎土には赤色破砕粒が入っている。内外面にはススと炭化物が付着してい

る。 38と39には弧線文ないし同心円が施文されている。 40~44は第22図11の破片である。 40は条

痕調整後に突帯を貼り付けたが、剥離している。内外面はヘラ先で丁寧に調整されている。 42は
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40の無文帯よりも幅が広い。 44は弧線文を上下に配し、左には45と同様の文様が施文されている

ようである。 45は左右に舌状に延びた文様を 2段持っている。外面にはススが付着している。

小 結 壺BIc 2類（23)の浮線文は中部高地の氷 I式土器（永峰1969) との関係が想定さ

れる。 34は大地型壺であり、東海地方西部、中部高地、北陸地方西部に類例がみられる。 24の長

方形区画文は松任市長竹遺跡（中島1977)の鉢穎、七尾市小島六十苅遺跡の壺（土肥1986 第10

• 11図）にみられる。 45の舌状の文様は小島六十苅遺跡の壺に類例がある。

甕形土器（第26~28図） 第26図には文様が施文されていないもの、第27• 28図には施文され

たものを載せている。

48~50、54~56はAll類、 51~53、57はAIlI類、 58~61はAW類であり、口唇部には全て刻目

一

¢

2

2

□
]
 

言

』

i

ノ

r
¥

• 25 26 27 

嵐=

--、¢つ
字 28

ミ／ヽゞ '29

豆：

24 

否贔駈9

茨：□言（（選］--
］疇＼

＼疇］

月
4

J

)

冗

□-
.
”
液

.

.
9
.
7
 

¥、
-

3

/

□}
r

へ迄

因’-̀
、

K
ぃ々

i

厖

々

‘筋＇伝口
言

[
f
]
こ

4

遵

ゎ詈一

零
｀
・
i5

マ
八
り
39

1

ふ
a
ダ．
凌
．
〖
1

．

ら
さ
]

-

n

4

5

祠

冨

雪

応
位
）

んa
芍
炒
i
i
適

ツ

タ

3
 

n日
日
3
4
1

¥

4

 

デ‘．＿覆
‘
5

、一―

覧ハヽ
42 

.- [4 

ロロ／
0
 

46 

第25図 河道跡出士土器実測図(3)゜
10cm 

(1/3) 

- 31 -



を持ち、また、余った粘土が内外にはみ出している。 48• 58は棒状具で他は指先で刻目を入れて

いる。 48は口径約32cmの大型甕である。内外面とも粗い条痕調整で、条痕の幅 2mmを測り、深さ

は 1mmを越えるものもある。 49は口径23cm、50は口径約32cm、51は口径34cmを測る。 51の条痕の

幅は 3mmあり、他の土器と比較すると広い。 48~52、56、60には多量のススが付着している。

甕類の中で施文されているのは、第29図80の山形文（文様 d類）以外は全て指頭沈線文（文様

b類）である。 62• 63はAIII bl類であり、色調が異なるが同一個体の可能性もある。口唇部に

刻みを入れているために、指頭沈線文は口唇直下には入れていない。 64はAIVbl類であり、胴

部は羽状条痕の感がある。内面にはほぼ全体に炭化物が付着している。同一個体の破片には指頭

による摘み上げがみられるものもある。 65、67、68はAIVb2類であり、 65の口唇部を面取りし

ている。 69、70はAI b3類であり、同一個体である。 69の口縁は部分的に外反するようである。

71はAIIb3類であるが、山形文 (d類）とした方が良いかもしれない。 66は口径35cmの大型甕

A I b2類で、 1本目の摘み上げの下に 3本目の摘み上げがある。 72• 73はAIVb4類であり、同

一個体の可能性がある。 72の口唇部には条痕のエ具と思われるもので刻目を入れている。 74の胴

部には籾圧痕（図版第二十）がみられる。 75は指頭列点文をほぼ等間隔に入れている。 76は指頭

沈線文間に列点文をいれている。 63、65、76以外はススが付着している。 79は口径30.6cm、頸部

径25cm、胴部径28cmを測る大型甕であるが、器厚は 5mmと非常に薄い。条痕調整後非常に浅い指

頭沈線文を引いている。施文方向は右周りである。内面は施文により凹凸がみられる。口唇部に

は胴部の条痕と同じ工具で刻目を入れている。刻目は口縁を 6分割し、交互に右下がり、左下が

りに施文されている。 80は土坑出土の土器（第22図17)と同一個体である。 81~97のなかには内

面を丁寧にナデたもの (82~84、90、91)は少ない。 92の内面には木の小口面を利用した条痕の

押しあて痕（幅 1cm)がみられる。 93は幅1.1cmで4本櫛の条痕である。内面には炭化物が付着

している。

小 結 甕には無文のものは皆無である。下野遺跡（吉岡 1971)では無文が58%、長竹遺跡

（中島 1977)では30％存在することから考えても、本遺跡では条痕化が著しい。条痕調整だけ

のものは全て口唇部に刻みをもっており、全体では84％か刻目を持っており、指先で刻むものが

殆どである。指頭沈線文を持つものは多条で間隔があいたものが多く、また、波状文や連弧文な

どのバリエーションがみられる。

鉢形土器（第25図46、47) 鉢は 2個体しか出土せず、精製土器 (B類）である。 46はかなり

大型の鉢で、胎土には 1~4  mm大の小石と赤色破砕粒を多量に含み、淡黄橙色を呈す。 47も大型

の鉢で、口縁部の外面を先細りさせ、幅 2cm間隔で突起を貼り付けている。胎土には 1~2  mm大

の砂粒と海綿骨針を非常に多く含む。内外面とも薄赤茶褐色の彩色3)がなされている。

小 結 46は鳥越村下野遺跡、富山県上市町眼目新丸山A遺跡（酒井1976)などに類例が認め

られ、内面にも沈線があるものは辰口町筋生遺跡第 5群土器（西野 1978)、長野眼氷遺跡など

に存在する。よって、大洞A式併行土器と関連があるものと思われる。

底部（第31図） 98、99、101、102は網布圧痕である。 98は底径8.6cmを測る。網布の縦糸は

5 mm、横糸は 3mm間隔であり、縦糸のなかには幅 3mmで2本編まれたものがある。調整は外面は

- 32 -
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浅い条痕、内面は条痕後にナデである。胎土には 2~4mm大の小石と海綿骨針を多量に含む。 99

は底径9.8cmを測る。網布の縦糸は 6mm、横糸は 4mm間隔であり、縦糸の右端には幅 3mmで 2本

一緒に編まれたものがある。胎土には 1~4mm大の小石が多量に含まれている。 101は縦糸横糸

とも 4mm間隔である。 102は縦糸4.5mm、横糸3.5mm間隔である。 100は木の小口面でナデている。

103は木葉痕である。 104~108は網代圧痕である。 104は底径10.8cmを測る。胎土には 2~5mm大

の小石を非常に多く含んでいる。 105は底径10.6cmを測る。 106は無文 (B類）で、底径7.8cmを

測る。 107は底部外側に網代圧痕の痕跡があり、底径9.2cmを測る。 109は無文の精製土器である。

冒二—
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第28図
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河道跡出土土器実測図（6) (1/3) 

- 35 -



小 結 底部は網布圧痕と網代圧痕がほぽ同数みられる。 B類の底部は少ない。

河道跡出土石器（第32~34図）

河道跡から出土した石器は打製石斧 7点、磨石 4点、敲石 l点、不定形石器 2点、石製品 1点、

御物石器 1点出土した。

打製石斧 (1~7) 完形に近いものは 2点しか無く、他は刃部・くびれ部で欠損している。

長さは 3、5、6から16~21cmの範囲にある。刃部幅は7.8~12.3cmの範囲にあり、 8cmを越え
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るものがほとんどである。＜びれ部幅は4.9~7cmの範囲にある。頭部幅は5.5~7.5cmの範囲に

ある。厚さは1.6~4. 1cmの範囲にある。石川県内の後～晩期に属する一般的な打製石斧は長さ 9

~17cm、幅 4~7 cm、厚さ1.5~4 cmの範囲にあるという（山本直人 1985)。河道跡出土の打製

石斧の数は少ないが、長さと幅は大型のものが存在する。

磨石 (8~11) 8 • 9は上下左右の側縁部を使って敲打している。 8は強く敲打したために

大きく剥離している。

敲石(12) 上下左右の側縁部を使って敲打している。特に左側縁を多く使用している。

不定形石器（13、15) 13は先端を裏面から打ち、基部は右側縁から打ち欠いている。 15は表

面と打面に自然面を残している剥片を利用し、側縁部を調整している。

石製品(14) 全体を敲打で整形している。円錐状の形をしており、先端と基部は面取りをし

ている。

御物石器（16) 火山礫凝灰岩を敲打して整形し、ミガキないし研磨を行っている。特に袂入

部、頭背面の調整は丁寧である。頭部・腹部両側面と頭頂面には敲打による円形のくぼみが造り

出されている。

95 

97 

0 10cm 

、.ゞ.•

第30図 河道跡出土土器実測図(8) (1/3) 
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まとめ

第 1土坑と河道出土の土器から以下のことが判明した。 1.河道跡と土坑を埋めた層 (3層）

から櫛描文土器（第23図 3)が出土している。この土器の口縁部刻目の技法は矢木ジワリ遺跡の

段階のみであり、小松式には存在しないという（増山 1987)。また、単帯構成で間融があいて

いる（佐原 1968)。2. 第23図4は櫛描文A種（佐原 1954)で、複帯構成である。 3. 櫛描

文土器は少量であり、小松式に特徴的な櫛描文B種は存在しない。 4. 壺A類は東海地方の条痕
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土器の影響が見られる。 5. 壺B類の23は浮線文を持つことから氷 I式と関連が想定される。 6. 

甕類は全て条痕 (A類）であり、ほとんど口唇部に刻目がある。 7. 指頭沈線文を持つ甕が多く、

バリエーションが多い。 8．鉢B類の46は下野式の新しい段階（松任市長竹遺跡、大洞A式併行）

と関連があるものと思われる。

少ない。

9. 本遺跡では精製土器は壺が主体である。 10. 鉢は 2％未満と

1. 2. 3. から河道跡の下限は矢木ジワリ式（畿内第II様式併行）であると思われるが、櫛

描文土器は多くない。さて、上限はどうであろうか。 5. 8. から大洞A式併行まで遡るものと

思われる。石川県の大洞A式併行の遺跡には長竹遺跡が存在する。長竹遺跡の土器群は壺穎は少

量であり、東海地方の突帯文系土器の壺が存在する。甕（深鉢）類は条痕調整が多いが、刻目を

持つものは少ない。無文のものも存在する。口縁部と胴部上半に 2条沈線間に押引列点文を施す

ものが存在する。鉢類は有文精製のものが顕著である。

長竹遺跡の土器群と河道跡の土器群と比較すると、 4. から壺は共に東海地方西部の影響がみ

られるが、時間差が存在する。 5. の浮線文土器は下野式後半の長竹遺跡には存在しない。浮線

文は鳥越村下吉谷遺跡4）、小松市佐々木ノテウラ遺跡（北野 1986)、野々市町押野タチナカ遺
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ご

：ロ
跡 3)に 1点ずつしか確認されていない。浮線文

は普通鉢に施されるが、本遺跡では壺に施され

ている。これは「精製土器」という概念が変化

（鉢→壺）したものと思われる。これは 9. 10. 

からも伺える。 6. 7. からは煮沸形態の文様

や無文（精製）の比率の違いが大きい。

よって、長竹遺跡と河道跡の土器群は時間差

が存在するものと思われる。河道跡出土土器は

大洞A式併行の土器と古手の櫛描文土器を少量

伴うが、主体は柴山出村式上器である。時期は

弥生時代前期末～中期初頭である。 第35図御物石器の名称（橋本 1976から転用）
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第 5節 NT区の遺構と遺物

1 NTl区

1区には遺構が存在しなかったが、幅4.2m、深さ20cmの落ち込み 6)から柴山出村式土器が出

土した。

遺物（第37図 1~11)

1~7はA群、 8~11はB群として取り上げられた。 1は条痕調整であり、口縁部をナデてせ

りだしている。 3、7、10、11は木の小口面のようなもので軽くナデあげている。 4、5、6、

10は少し表面が摩滅しているが、ナデ調整であるようだ。 6は底径8.4cmであり、縦糸14mm、横

糸6mm間隔の網布圧痕を持つ。縦糸には 4mm間隔のものもある。 8は条痕調整で口唇部を指先で

刻んでいる。全ての土器には 1~3 mm大の小石を大量に含んでいるが、海綿骨針はみられない。

色調はにぶい黄橙色基調である。

2 NT2区

第 1号溝

遺構（第36図）

2区の南側に存在し、起点（南側）から18~27.5mに位置する。東西方向に流れる溝である。

上段幅は東側4.8m、西側9.4m、下段幅東側 4m、西側6.7mを測り、深さ70cmである。南側に

は木が集中して出土している。北側の中段から梯子が出土している。

遺物（第37図12、第40• 41図、図版第一、十四）

口径16.4cm、頸部径13cmを測る「＜」の字状口縁を持つ甕である。時期は月影式と思われる。

口縁部先端を外側に摘み出させている。内外面ともナデ調整がなされているが、 2次加熱のせい

か剥離が目立つ。胎土には 1~3 mm大の小石を多量に含んでいる。焼成は良好であり、色調は明

黄褐色である。第40図は 2段のステップを持つ梯子である。残存長43.4cm、残存幅11.1cm、厚さ

2. 5cm、ステップの厚さ6.4cmを測る。ステップ間隔は21cmである。ステップの裏側は約 5mm厚く

なっている。

性格不明遺構

遺構（第36図）

2区の南端に存在し、起点から 4~17mに位置する。第 1号溝より 2m南に位置する。北側に

は木が集中している。この遺構は溝と土坑群が切り合った結果と思われる。

遺物（第37図15~22)

15は条痕調整後に突帯を貼り付け、口縁部には指先で、口唇部には押引文を入れている。口縁

内面には 4本と思われるエ具で施文している。胎土には 1~3mm大の小石を多量に含み、色調は

黄褐色である。 16は跳上文を持ち、胎土には 1~3 mm大の小石を多量に含む。焼成は良好である

が、色調は内外面薄黄褐色だが、中側は黒褐色である。 17は縦羽状条痕である。
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18は外面ハケ調整で口縁外面と口唇部はナデてハケを消している。口縁内面には斜行の刻目を

入れている。 19もハケ調整で口縁外面と口唇部をナデてハケを消している。口縁内面には斜行の

刻みを 3段連ねて綾杉状にしている。 20は口径13.2cm、頸部径9.6cm、胴部径（11)cmを測る甕

である。胴部は横位のハケ、頸部は縦位のハケ調整で、口縁部外面のみナデ調整である。口縁端

部外面に刻みを入れ、内面はナデて少しくぼませている。胎土にはo.5~2 mm大の砂粒を少し含

む。色調は橙色である。 21は口径21.6cmの広口長頸壺である。内外面ともハケ調整、口縁外面と

口唇部のみナデ調整である。胎土には砂粒はほとんど含まないが、赤色破砕粒と気泡を含む。色

調は淡黄橙色である。 22は口径16.8cmを測る高杯ないし器台と思われる。口縁部に 2条の凹線を

施している。外面は摩滅しているために調整は不明であるが、内面はハケ調整である。胎土には

0.5~3 mm大の砂粒を少し含み、やや気泡が目立つ。焼成は悪く、色調は淡橙色である。

なお、図示しなかったが、ほかに月影式の擬凹線を持つ甕の口縁破片が出土している。

小 結 15、16はその特徴から東海地方の岩滑式土器と関連が想定される。 18~21の口縁外面

のみをナデる手法は金沢市畝田遺跡の土器から小松式より後出的要素（吉岡 1970)として抽出

されており、 18~22は小松式後半以降に属すると思われる。

包含層出土遺物（第37図13、14、第39図29)

13は口径16cmの甕である。内外面とも摩滅しているために調整は不明である。胎土には 1~3 

mm大の小石と赤色破砕粒と気泡を多く含む。焼成はあまく、色調は明赤褐色である。 14は断面D

字形の突帯を貼り付けた後、突帯上を凹ませている。胎土には0.5~1mm大の砂粒と赤色破砕粒

を少量含む。焼成はあまく、色調は淡橙色である。 29は珠洲焼の播鉢の底部である。

3 NT3区

第 4号溝

遺構

3区のほぼ中央部に存在し、起点から37.7~39. 2mに位置する。幅 lm、深さ約0.4mを測り、

北北東方向に流れる溝である。覆土は黒褐色粘土層である。

遺物（第37図23~27)

23~25は土師質の小皿である。 23は口径7.4cm、器高1.2cmを測り、底部は指押さえで少し歪ん

でいる。胎土には 2mmの小石を 1個と赤色破砕粒をやや多く含む。色調は赤灰色である。 24はロ

径8.4cm、器高1.3cmを測る。胎土には気泡をやや多く含み、色調は黄灰白色である。 25は口径

8.4cm、器高1.8cmを測り、胎土は非常に緻密である。 26、27は越前・加賀焼きの鉢であり、胎土

には多くの砂粒を含む。

包含層出土遺物（第37図28~31、第42図） 28は口径22cm、頸部径18.4cmを測る有段口縁を持

つ甕である。ナデ調整であり、胎土には 1~3mm大の小石を多く含む。焼成は良好であり、色調

は淡黄褐色である。 30は底径 6cmの青磁碗である。底部高台内の釉を削りとっている。色調は灰

オリープ色であり、胎土は灰白色であるが、底部は赤褐色である。 31は越前・加賀焼きの播鉢で

あり、片口の左側の破片である。
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北宋銭の煕寧元賓が出土している。初鋳年は1068年である。直径2.3cm、孔径0.6cmである。鋳

上がりは非常に良く、裏面には緑青が少しある。伊万里焼の碗が出土している。口径11.2cmを測

り、丸文と斜格子文を持つ。釉はくすんだ灰色で、胎土は灰色である。

4 NT4区

NT4区は遺構が確認されなかった。

遺物

図化できなかったが、雷文を持つ青磁碗の口縁部が出土している。胎土には微細な黒色粒子を

1--~ 

¥

I

'ー

＇

こ

ーーこニニニ〉

゜
10cm 

第40図 NT2区第 1号溝出土梯子実測図（1) (1/3) 
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含む。胎土の色調は灰白色である。釉はオリープ灰色である。

5 NT5区

第 1号溝

遺構（第38図）

5区の起点（北側）から22~28mに位置する。幅約 6m、深さ40~60cmを測る。

遺物

土師器片が出土した。

包含層出土遺物（第39図32~34、第43図） 土錘が出土している。長さ3.8cm、幅3.7cm、重量

39 gである。孔径は上下ともに1.6cmである。 32~34は越前・加賀焼の破片である。

-o_-

ロニニ

第41図 NT2区第1号溝出土梯子実測図(2) (1/3) 
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c 
。

5 cm 

第42図 NT3区出土遺物実測図（原寸） 第43図 NT5区出土遺物実測図（1/2)

第 3章註

(1) 加能資料編纂室の伊林永幸氏から「庄」のようにみえるが、筆の運びから「庄」ではないとの教示を得た。

(2) 吉岡康暢 1983 「奈良平安時代の土器編年」 『東大寺領横江庄遺跡』 松任市教育委員会・石川考古学研

究会

(3) 水に含まれる鉄分によるものかもしれない。

(4) 調査担当者の平田天秋氏から教示を得た。

(5) 野々市町教育委員会の吉田淳氏から教示を得た。

(6) 溝の可能性も存在する。

第 4章註

(1) 佐原真氏が昭和61年に日本海側の遠賀川式土器調査の際に実見され、中段階とのコメントを得た。

(2) 澄田正ー・大参義ー 1961 『九合洞窟遺跡』 名古屋大学文学部

(3) 愛知考古学談話会編 1985 

(4) 愛知考古学談話会編 1985 

(5) 紅村・吉田 1958 

(6) 愛知考古学談話会編 1985 

(7) 田辺昭三・梅川光隆 1986 「糞置遺跡」 『福井県史』資料編13 福井県

(8) 橋本澄夫 1981 「鳥越村下吉谷遺跡出土の前期弥生土器」 「石川考古学研究会々誌」第24号 石川考古学

研究会

(9) 福島正実ほか 1987 『羽咋市吉崎・次場遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター

(10) 湊 晨 1972 「弥生時代」 『富山県史』考古編富山県

(11)酒井重洋 1982 「正印新遺跡」 『北陸自動車道遺跡調査報告ー上市町土器・石器編ー』 上市町教育委員

会

(12) 狩野 睦 1982 「中小泉遺跡」 『北陸自動車道遺跡調査報告ー上市町土器・石器編ー』 上市町教育委員

会

(13) 寺村裕助・田中 靖 1987 「大塚遺跡」 「新潟県埋蔵文化財調査だより」新潟県教育庁教育委員会

(14) 晩期の御経塚式から中屋式に精製土器に一部存在する。晩期後半以降は小島六十刈遺跡や押野タチナカ遺跡

で柴山出村式土器に伴って出土した例がある。
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第 4章第 2次発掘調査

第 1節 発掘調査区について

発掘調査は用排水路設置予定箇所500対を対象に実施した。調査区（第 3図）は第 1次調査の

S T2-4区南端から旭工業団地の道路沿いに東32~37m地点から始まる。工業団地から90m地点

まではN-16. 5-Wに主軸をとり、 92mから先はN-3-Eに主軸をとる。道路から 6m地点を

起点 (1区）とし、 lOm毎に 2、 3区と呼称し、 10区まで存在する。

第 2節 基本的層序と概要

1 基本的層序

調査区の標高は 1区で7.60m、7区で7.45m、10区で7.35mである。北から南にかけて低くなっ

ている。基本的層位は第 1層耕作土層、第 2層黒褐色粘土層、第 3層灰褐色粘土層、第 4層砂層

（地山）である。しかし、耕地整理の際に削平されたのか、 2区～ 3区中央付近は第 2• 3層が

存在しない。 3区中央～ 5区にかけては第 2層が存在しない。 5区中央から10区では第 1層と第

2層の間に褐色砂層が存在する。 9 • 10区は第 2 • 3層が存在しない。

2 遺構の概要

1区には12m以上の落ち込みが存在し、その中には土坑 1基、ピット 3個が検出された。 2区

には遺構が検出されなかった。 3~ 5区にかけては不整形な土坑、ピットなどが検出された。 5

区中央～ 8区中央にかけて落ち込みが検出され、その中に河道跡が検出された。 8~10区にかけ

て多数の畝溝と数条の溝が検出された。 9~10区にかけて 4基の土坑が検出された。

第 3節遺構と遺物

1 1区の遺構と遺物

落ち込み

遺構（第44図）

幅12m以上で南側に広がっており、深さ約40cmを測る。主軸は東北東方向にある。底はほとん

ど凹凸がみられない。落ち込み内には土坑 l基と幅48~80cm、深さ 10~15cmのピット 3個が検出

された。

遺物

第 2層から須恵器の小破片 l点と縄文晩期～弥生前期と思われる土器片が少量出土した。
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8…暗灰色粘質土層

6
 

c—己こ三声プ守
第44図 第 2次調査遺構実測図
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土坑（第44図）

調査区の南端に位置し、落ち込み内に存在する。やや胴張りの方形を呈し、北東・北西部は段

を持つ。幅1.52m、長さ1.38m、深さ0.3mを測る。覆土は灰褐色砂質土であり、しまりは全く

ない。遺物は出土していない。

2 3~5区の遺構と遺物

3~5区には 5基の土坑、 2条の溝、 7個のピットが検出された。各遺構とも上面を削平され

ている。

第 3号溝

遺構（第45図）

4区の北側に位置する。幅70cm、深さ(15)cmを測り、北西方向に流れる溝である。覆土は褐

色砂層である。

遺物

伊万里焼の皿が出土した。

土坑群（第45図）

3区南端付近と 5区南半に存在する。上面が削平されているためにやや不整形な方形を呈す。

遺物は出土していない。

3 8~10区の遺構と遺物

第4号溝（第46図）

9区中央に位置する。幅1.10~1. 40mを測り、東側では1.85mとふくらんでいる。深さQ.25~

0.3mを測り、北東方向に流れている。畝溝が上面を切っている。

第 5号溝

遺構（第46図）

10区の南端に位置する。幅70cm、深さ30~40cmを測る。北側を撹乱（川）により上面を削平さ

れている。

遺物

縄文～弥生土器片、土師器片、須恵器片、越前・加賀焼片が出土した。

第 6号溝

遺構（第46図）

8区から 9区にかけて存在する。幅70~80cm、深さ 10~20cmを測り、南西方向に流れる溝であ

る。覆土は灰褐色粘質土層であり、炭化物を含む。

遺物（第47図）

1は中屋式土器である。深鉢の胴部にあたり、 LRの縄文を施した後に鍵手文と列点文を施文

している。 2は底径 5cmを測る。網布圧痕であり、縦・横糸間隔 4mmを測る。
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第46図8~10区遺構実測図(1/60)
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第48図調査区出土遺物実測図(1/2)

畝溝状遺構群

遺構（第46図）

畝溝は主軸の方向から 5グループに分かれている。遺物の出土した畝溝だけに番号を付けた。

Aグループ 主軸がほぼN-52-Wのグループであり、第 9号畝溝以南の 5条の畝溝である。

幅60~70cm、深さ 5~10cmを測る。覆土は黒褐色粘土層である。

Bグループ 主軸がほぽN-24-Wのグループであり、第 3号畝溝と両脇の畝溝と第 4号畝溝

の3条の畝溝である。覆土は黒褐色粘土層である。

Cグループ 主軸がほぼN-18-Wのグループであり、第 2号畝溝以東の 4条の畝溝である。

覆土は黒褐色粘土暦である。

Dグループ 主軸がほぼN-28-Eのグループであり、 Cグループ以北の 2条の畝溝である。

覆土は黒褐色枯土層である。

Eグループ 主軸がほぽN-35-Eのグループであり、 10区に存在する 4条の畝溝である。覆

土は第 1層茶褐色粘質土層、第 2層黒灰褐色枯質土層、第 3層黒褐色粘土層である。

遺物

番号をつけた畝溝から無文ないし条痕調整の土器が少量出土した。土器は 2cm以下の細片であ

り、流れ込んだものと思われる。

第 1号土坑（第46図）

10区南端に位置する。不整形な台形を呈し、上底1.2m、下底2.6m、高さ lm、深さ0.36mを

測る。主軸方向はN-24-Eである。遺物は出土しなかった。

第2号土坑（第46図）

9~10区にかけて存在し、第 1号土坑の南約0.3mに位置する。長方形を呈し、長さ2.lm、幅

1. 7m、深さ0.3mを測る。主軸方向は第 1号土坑と同しである。土器が数片出土した。

第3号土坑（第46図）

9区北半に存在し、第 2号土坑の南約0.4mに位置する。ほぼ正方形を呈し、一辺l.8mを測る。

深さ約0.3mであるが、底の凹凸か著しい。主軸は第 1号土坑と同じである。遺物は出土してい

なし＼c

第4号土坑（第46図）

9区中央の西端に存在し、第 3号土坑の約0.3m南に位置する。長方形を呈すると思われ、長
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さ（ 2:m.幅（1.6:m.深さ0.34mを測る。遺物は土器細片が 2点出土した。

4 5~8区の遺構と遺物

5~8区南半にかけて落ち込みが検出された。その中にば河道跡（調査中は第 1号溝と呼称）

と2条の溝とが検出された。

河道跡

遺構（第49図）

6区北端から 7区南半に位置する。幅4.6~5.6m、深さ0.8mを測り、ほぼ北東方向に流れる。

河道跡の層序は第 1次調査とほぼ同じである。第 1次調査（第14図）の 5層、 9層、 15層、 17層、

19層、 21層と第 2次調査（第49図）の 8b暦、 5暦、 8層、 9層、 10層、 11層が対応する。第 2

次調査では河道跡から土器の出土量は少なく、 11層から大部分が出土した。 10、11層には直径10

cm前後と30cm前後の流木が多数存在した。河道は17層を切っている。大阪市立大学理学部南木睦

彦教授の大型植物遺体の分析(1987年 3月現在）によると、 11層は水流が多く、 8b~10層は弱

い水流が流れ、 3層は広い湿地であったという。宮崎大学農学部藤原宏志教授のプラント・オパー

ル分析速報（1986年 7月現在）では 0層～ 3層までは多量のイネが認められるが、 4、 8b層で

途切れる。 5層で少量ながらイネが検出された。 5層からの検出量から、水田の可能性は少なく、

5層堆積時にイネが存在したことは確かである。また、ヒエと思われるプラント・オパールも検

出されている。 8~11唇ではプラント・オパールは検出されなかった。

遺物

土器（第50図）

土器の分頬は第 1次調査の分穎に合わせてあるので、 P22 • 26を参照されたい。

1~6はB類であり、 7~13はA類である。 1は壺Ba2類であり、沈線の後に綾杉文を施文

し、ミガキを加えている。胎土には0.5mm大の砂粒を少量含むが、非常に緻密である。第 1次調

査の第26図26と同一個体の可能性が非常に高いと思われる。 2~6は同一個体であり、 2次的に

付着したのか薄茶褐色の彩色のようなものがある。 2と5はエ字文風の文様を持ち、 3~5は半

隆帯に斜線文を加えている。 4以外の内面には幅 1cmのエ具を押しあててナデた跡がみられる。

8は河道跡と落ち込みの境の 8層から出土しており、落ち込み出土土器とした方が良いかもしれ

ない。表面は木の小口面のような工具で、裏面は幅 2mmの条痕が施されている。 12の裏面には幅

8 mmの木の小口面のような工具でナデている。 7の表面はナデ調整であり、所々剥離している。

10 aは頚部径約 6cm、胴部径約16.6cmを測る。外面の調整はタテナデだが、頚部はヨコナデであ

る。内面には輪積み痕を残しており、タテナデで輪積み痕を一部消している。 10bは底径5.8cm

を測る。底部には網布と思われる圧痕の痕跡があるが、ナデられており、不明瞭である。調整は

内外面ともナデである。胎土には 1~3 mm大の砂粒を多く含む。

石器（第51図）

1は打製石斧である。刃部先端を欠いているが、長さ (15.6)cm、刃部幅（9.4)cm、くびれ部幅

6. 9 cm、頭部幅7.4cm、厚さ3.7cm、重量（590)gを測る。 2は敲石と思われる。上下左右の側縁
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第49図5~9区遺構実測図(1/60)

0・・・耕作土層 16 C 
I・・・褐色砂質土層（粘性なし）
2…黒褐色粘土層（粘性非常に強い）
3…濁暗灰色粘質土層（粘性非常に強い、
黄褐色のプロックを含む）

4・・・濁灰黄色粘質土
5 •••黒色粘質土層（フショク土・ピート質）
6…灰白色粘土層（粘性強い）
7・・・濁灰色粘質土層（粘性強く、炭化物を少々含む、 3 
層の黄褐色プロックは含まない）

8…茶褐色フショク土層（粘性少しあり、
黄色のプロックを多く含む）

8 b…（黄色のプロックが少ない）
9・・・灰褐色フショク土層
10•••暗茶（灰）褐色フショク土層（砂のブロックを含む）

10b…（砂のプロックを含まない）
11・・・灰青色砂層（粘性なし、河道底）
12…黒褐色フショク土層（粘性あり、炭化物を少々含む）
13…灰白色砂層（粘性あり）
13 b層（粘性なし）

6.00m 

14…濁灰白色砂層
15…暗茶褐色フショク土層
16・・・暗灰色粘質土層（土器・炭化物を多数含む、粘砂）
16 b…（炭化物を含まない）
16 C... (16層から20層への漸移層、土器なし）
17…灰褐色粘質土層（土器・炭化物を少々含む、粘砂）
18・・・濁灰白色粘砂層（褐色が強い）
19・・・濁暗灰色粘砂層（木の繊維や炭化物を多く含む）自然層
20…灰白色砂層（きめが非常に細かい、地山）
21…灰白色粘土層（粘性強い）
22…濁灰青色砂層（木の繊維などを含む）
23・・・灰褐色砂層
24…灰褐色フショク土層 (9層ほどフショク質が強くない）
25…灰褐色粘砂層（炭化物を少々含む）
25 b ・・・（炭化物を含まない）
26•••暗灰褐色粘質土層（炭化物を少々含む）
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を利用している。

第 2号溝

遺構（第49図）

6区中央に位置する。幅は南側では1.4~2. lmを測るが、北側では 6号溝に合流するために広

がっている。主軸方向は北北東である。覆土は暗灰褐色粘質土層であり、炭化物をやや多く含ん

でいる。

遺物（第52図）

磨製石斧が出土した。長さ9.7cm、刃部幅 5cm、厚さ2.2cm、重量140gを測る。刃部側縁に剥

離痕がある。

第 7号溝（第49図）

6区北半に位置する。河道跡に併行して流れる溝である。主軸方向は北東である。幅0.9~1.5 

m、深さ20~40cmを測る。覆土は灰褐色フショク土層である。

落ち込み

遺構（第49図）

5区北半から 8区南半にかけて位置する。幅約29mを測り、主軸方向は北東である。落ち込み

は谷状地形に15層暗茶褐色フショク土層（泥炭層）や19層濁暗灰色粘砂層（木の繊維や炭化物を

多く含む）の自然層が堆積した。その後に、 14層濁灰白色砂層（南側）や20層灰白色砂層（北側）

が堆積してフラットな面を形成している。上記の圏位からは人工的な遺物は出土していない。

14、20層が堆積して面が形成され、 16、17層堆積後に河道が切っている。

遺物は落ち込み北側の 8区南半から 7区北半にかけての 3、4、16、17層から出土した。特

に16層が存在する地点上の 3• 4 • 16層から多く出土し、 17層では河道跡に近づくにつれて土器

の量が少なくなっていった。南では 3• 7層から出土したが、量は非常に少ない。なお、南側の

第 3層から土偶が出土した。

遺物

土器（第53~58図）

壷型土器（ l~4) 壷は B顆と C類が出土した。 1は壷BIc3類である。口径13.6cm、胴部

径約20cm、底部径 5cm、推定高約17cmを測る。口唇部に 1条の沈線を巡らしている。口縁部文様

帯の 2段の浮線文を有し、 1段目には幅約 2cm、長さ0.8cm、高さ0.7cmの突起が存在する。胴部

文様帯に 1段の浮線文を有し、その下にエ字文風の文様を配する。その下端が下に伸びて同心円

状の文様となる。同心円状の文様の接点には上下に三角形のエグリが存在する。同心円状の文様

の下には、平行沈線が巡っており、底部まで続くものと思われる。底は無文であり、少しくぼん

でいる。外面はミガキ、内面はナデ調整で、丁寧である。しかし、外面が摩滅したものも多く存

在する。 2a、2bは削り出し突帯を持つ遠賀川系土器 (C類）である。突帯を削り出し、 3条

の沈線を引いている。削出突帯第 Il種少条（佐原 1968)であり、畿内第 I様式中段階併行の土

器である＇）。胎土には 1~3 mm大の砂粒を大量に含む。海綿骨針は含まれない。色調は内面薄茶

褐色である。外面は一部薄茶褐色もあるか、赤褐色基調である。外面は 2次加熟を受けたせいか、
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非常に荒れたものが多い。 しかも、黒灰色（黒斑か）の所もある。 3は2の胴部片である。調整

はミガキであり、色調は薄茶褐色である。粘土紐の接合は 2と同様に外傾である。内面にはモミ

圧痕と思われるもの（図版第二十）がある。 2、 3とも他の土器よりも器厚が厚い。底部は46で

あると思われる。 4は3条のヘラ描き沈線を持ち、粘土紐は外傾である。

lj ¥ 結 壷BI c 3類（ 1)は紅村氏の貝殻山式土器第 5穎（紅村 1956)であり、岐阜県九

合洞窟遺跡 2) （遠賀川系土器、樫王式併行土器と出土）、岐阜県各務原市炉畑遺跡 3) （樫王式と

出土）、愛知県一宮市山中遺跡SK33° （遠賀川系土器と共伴）、名古屋市西志賀貝塚 5) （貝殻山

式土器と共伴）、清洲町朝日遺跡56B区6) （遠賀川系土器、樫王～水神平式土器と出土）に類例

が見られる。各遺跡とも遠賀川系土器、樫王式土器ないし樫王式併行土器と出土した例が多い。

壷C穎は北陸地方では福井市糞置遺跡”、石川県鳥越村下吉谷遺跡 8)、松任市八田中遺跡、金

沢市矢木ジワリ遺跡、羽咋市吉崎・次場遺跡＇））、富山県高岡市石塚遺跡 I0)、上市町正印新遺

跡11）、中小泉遺跡 I2）、新潟県糸魚川市大塚遺跡 I3)などで確認されているが、各遺跡とも出土

量は少量である。幾内第 I様式中段階併行に比定される遠賀川系土器は現在のところは、下吉谷

遺跡と八田中遺跡でしか確認されていない。

甕形土器 (5~24) 5~ 8、10はAm類である。 5~8は口唇部に指による刻目を持つ。 6
 の横方向の条痕以外は縦方向の条痕である。 5 • 8は条痕施文後に口縁部をヨコナデしている。
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第53図 落ち込み出土遺物実測図（1) (1/3) 
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9はAI!Ic6類であり、約 1cm間隔

の指頭列点文と沈線文を持つ。口唇

部は指による刻目を持つ。 10は口径

約23cm、底径5.8cmを測る。底部に

は木の小口面ないしササラ状工具と

思われるものでナデられている。底

部外面は斜方向、他は横方向の条痕

調整であり、内面はナデ調整である。

11はBI類であり、赤彩の跡がみら

れる。 12、16~18、20はAIII類であ

り、口縁部をナデて面取りをしてい

る。 13は波状口縁であり、晩期後半

以降の甕には類例はほとんどな

ぃ…。 15は口径約33cmを測る。 ロ
唇部はナデてやや面取りしている所

百炉n
ナデして、条痕を消している。胎土 7 

には多量の海綿骨針を含む。 16、17

もある。口縁部は条痕施文後にヨコ

の口唇部は 7~8mmの幅がある。 19

は口径約28cmである。 22は頚部を有

する。 3 mm大の小石を多量に含む。

23は棒状の沈線が引かれている。 24

は口径約19cm、胴部径約23cmを測る。

調整は条痕のちナデ消しているが、

胴部下半はナデ消していない。沈線

は棒の先端で施している。口唇部は

ナデて面取りをしている。胎土には

0. 5mm大の砂粒と気泡を非常に多量

に含む。

9J ¥ 結 A類が大部分を占めてい

る。口唇部に刻目を持つものは約25

％である。口唇部をナデて外側にせ

り出したものと面取りしたものは50

％以上である。条痕の方向は斜行が

多く、横位、縦位と続く。
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鉢型土器（38~42) 38は口径約 第54図 落ち込み出土遺物実測図（2) (1/3) 
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第55図 落ち込み出土遺物実測図(3) (1/3) 
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11cmのBI c 1類である。口縁内面をやや肥大させている。口縁部のつくりは雑である。胴部の

屈曲は明瞭でなく、口縁部は立ち上がっている。眼鏡状隆起帯を持つが、隆起帯間は浮線文的で

はなく、沈線を引いただけである。下の平行沈線は断面形が丸みを持っために、やや浮線文的で

ある。外面の調整はナデである。内面にはススが付着している。 39は口径約15cmである。口縁部

から 9mmの無文帯を持ち、 5条の沈線を施している。内外面ともミガキ調整であるが、やや雑で

ある。内面に種子の圧痕がある。 40~42は無文の鉢類であり、 41は口径約32cm、42は口径約26cm

を測る。 41は条痕調整後、ミガキ調整を行っている。

小 結 38、39は野々市町御経塚遺跡（高堀 1983)、鶴来町白山遺跡、鳥越村下野遺跡に類

例があり、下野式とされている。 40~42の長竹遺跡に類例がある。鉢類は壷より個体数は多いが、

下野遺跡や長竹遺跡の鉢類の比率と比較するとかなり低いものと思われる。

底部 (43~50) 43は縦糸横糸間隔とも 7mmの網布圧痕である。底径7.6cm、底部圧2.1cmを測

る。内外面の調整は雑であり、輪積み痕を明瞭に残す。 44は底径10cmを測り、底を工具でナデて

いる。内面に長さ 6mm、幅 2mmの種子の圧痕がある。 46は3• 4 (C類）の底部と思われる。底

径約10cmを測り、底部には黒斑がみられる。内外面とも丁寧なミガキ調整である。 47は底径約 7

cm、底部圧 2cmを測る。丁寧なナデ調整であるが、胎土には 2~5mm大の小石を非常に多量に含

む。 48は底径10cmを測り、網代圧痕を持つ。 49は底径10.5cmを測り、網代圧痕を持つ。 50は底径

8.6cmを測る。

小結網代圧痕を持つ土器が多い。

土偶（第59図、図版第十九）

5区北半の第 3層から出土した。便宜的に幅広いほうを表面とした。表面には左右から斜めに

沈線が引かれている。その沈線は連結していないが、下 2本は連結している。裏面は沈線が連結

しない。側縁部はややくぼんでおり、表裏からの文様が引かれている。足と思われる部分には沈

線で三叉状の文様を持つ。胎土には l~3mm大の小石をやや多く含む。焼成は良好であるが、裏

面は小さい剥離が目立つ。色調は表面黒褐色、裏面は黄褐色を呈す。

石器（第60図、図版第十九）

落ち込みから出土した石器は打製石斧 6点、磨石 2点が出土した。

打製石斧 (1~6) 完形に近いものは 2点しかなく、他はくびれ部付近で折れている。長さ

は 1と3から16~20cmの範囲にある。刃部幅は6.6~12cmの範囲にあり、 3以外は 9cmを越えて

いる。＜びれ部は6.2~7.2cmの範囲にある。頭部幅は6.4~7.5cmの範囲にある。＜びれ部幅と頭

部幅は比較的まとまっている。厚さは2.4~3.8cmの範囲にある。 1次河道跡出土の打製石斧と比

較すると、長さと幅の数値は非常に近い。県内の後～晩期の打製石斧よりも大型である。

磨 石 (7、 8) 8は表裏面にくぼみを持つ。

まとめ

落ち込み出土土器群から以下のことが判明した。 1．壷類は 3個体と少なく、 10%(27~37と

底部の数は加算していない）を占める。 2.畿内第 I様式中段階に比定可能な遠賀川系土器が出
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第56図 落ち込み出土遺物実測図(4) (1/3) 

土した。 3. 壷BI c 3類（ 1)は樫王式併行土器と出土した例が多い。 4. 甕類は口縁部に刻

み目を持つものは23％を占める。 5. 口縁部をナデるものは約50％を占める。 6. 無文 (B類）

の甕は約23％を占める C 7 • 2条沈線間の押引列点文を持つ甕が存在しない。 8. 口縁部に沈線

文を持つ甕が存在する。 9. 指頭沈線文を持つ甕が存在する。 10. 鉢類は16%(27~37の個体と

底部数は加算していない）を占める。 11.眼鏡状隆起帯を持つ鉢類の規範が崩れているものが存

在する (38は口縁部が内屈しない、体部文様の直線化）。
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第57図落ち込み出土遺物実測図(5) (1/3) 
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壷類は 2. 3. から畿内第 I様式中段

階併行に比定される。

甕類を晩期後半から弥生中期初頭の遺

跡と比較してみたい。 4. の特徴は下野

遺跡（大洞C2式～A式併行）には口縁

部80点中22点存在し、約28％を、長竹遺

跡（大洞A式併行）では口縁部112点中

7点存在し、 6％を、八田中遺跡第 1次

調査（前期末～中期初頭）では口縁部33

点中25点存在し、約76％を占める。第 2

次調査では23％であり、下野遺跡に近い

ようである。 5. の特徴は下野遺跡約13

％、長竹遺跡15%、志賀町代田営団遺跡

第58図 落ち込み出土遺物実測図(6) (1/3) 

（土肥・米沢 1981)では口縁部25点中

15点存在し、 60％を占める。八田中遺跡

第 1次調査 3％を占める。第 2次調査は

50％であり、代田営団遺跡に近い。 6.

の特徴は下野遺跡約14%、長竹遺跡約13

％を占める。八田中遺跡第 1次調査では

存在しない。第 2次は約23％とやや比率

が高いようである。 7. の甕は下野式に

特徴的な甕であるが、下野遺跡 8%、長

竹遺跡約12%、代田遺跡、八田中遺跡では存在しない。 8. の甕は下野遺跡10%、長竹遺跡 6%、

八田中遺跡第 1次調査は存在しない。第 2次調査 6％であり、長竹遺跡に近い。 9. の特徴は柴

山出村式土器の特徴であり、下野遺跡・長竹遺跡には存在しない。第 2次調査では 1点出土して

いる。

八田中遺跡第 2次調査と晩期後半の下野遺跡では 4. 6. 8. に関して比較的近い様相がある。

長竹遺跡では 6. 8. に関して比較的近い様相がある。最古の柴山出村式土器を出土した代田営

団遺跡（久田 1983)では 5. 9. に関して比較的近い様相がある。また、 5. 9. の特徴は七

1986)に確認されている。第 2次調査では近い様相はみられ尾市小島六十苅遺跡（土肥・久田

ないが、 7．から下野式との断絶があることが確認される。また、

出村式との継続性が確認される。

9. 指頭沈線文の存在が柴山

よって、八田中遺跡第 2次調査出土の甕類は下野式土器から柴山出村式土器（弥生時代前期末

～中期初頭）に移行する過途的な様相を持っているようである。時期は下野式との断絶（7.)か

ら大洞A式後半併行以降と思われる。 9．が少ないことから柴山出村式土器（前期末～中期初頭）

より以前であると思われる。
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口 ゜
10cm 

第60図 落ち込み出土遺物実測図(8) (1/2) 

鉢類では、 10. の口縁部で占める鉢類の割合は下野遺跡37%、長竹遺跡約30％であり、 3割を

越えている。八田中遺跡第 2次調査は16%、第 1次調査は 2％である。八田中遺跡では鉢類の減

少傾向がみられ、下野遺跡や長竹遺跡とは地域差ないし時間差が想定される。長竹遺跡は手取扇

状地の扇央部に立地し、扇端部の八田中遺跡とは約 4kmしか離れていないことや、 11.の規範の

崩れた鉢が八田中遺跡に存在することから、時間差の可能性が高いと思われる。

結語 壷穎、甕穎、鉢類とも畿内第 I様式中段階併行期に比定されるものと思われる。

第 4章註はP49
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第5章八田中遺跡出土土器の考察

第 1節 壺形土器の変遷について

l 北陸地方西部の壺A類について

柴山出村式土器が東海地方と密接な関係にあることは古くから指摘（藤森 1955)されており、

柴山出村式期の条痕文土器には東海地方からの影響はあきらかである（橋本 1983、湯尻 1983)。

壺A類も東海地方西部の影響が強いものと思われる。

北陸地方西部では下野式から精製の壺は存在することが確認されている（吉岡 1971)。しか

し、壺A類の大型壺は長竹遺跡の段階 1)から存在する。第61図は石川県内を主体とした長竹遺跡

段階（大洞A式前半併行期）から畿内第II様式併行 (1~4期）の壺A類である。大きく 6類に

分類出来る。 1類は 2条間の押引列点文で文様帯を区画するもの（1)である。 2類は口縁部に

幅広の突帯を持ち、頸部を無文の壺である。突帯と無文帯下端の肩部に数条の沈線文を持つもの

である。 3類は頸部以上に無文帯を持つもの (2)である。 4類は口縁部に貼付突帯を持つもの

で、口唇部に刻みを持たないものを a類 (3~7)、口唇部に刻みを持つものをb類(13~16)、ロ

唇部と内面に刻みや文様を持つものを C類 (33)とする。 5類は 4穎のなかで頸部を無文とする

ものである。 6類は受口状口縁を持つものであり、内側に突帯を貼付たものを a類 (26. 27)、

直線的に伸びたものを b類 (29)、丸みを帯びたものを C穎 (29~31. 34)とする。

1は長竹遺跡で出土している。 2条沈線間の押引列点文の施文は下野・長竹遺跡にみられる。

長竹遺跡段階 (1期）では 2段に配することが確立（久田 1986) しており、 1は下野式でも後

半である。 2類は御経塚遺跡で長竹遺跡に主体的な土器群2) と出土している。馬見塚遺跡F地点

出土土器（澄田 1970)の壺に様相が近い。 2は口縁端が肥厚し、口唇部をナデて平坦にしてい

る。部分的に口縁外面に粘土がはみ出している。条痕施文後、頸部以上をヨコナデで無文帯を形

成している。頸部を無文とすることから 2、5類と関係があるものと思われる。 4~8類は東海

地方の樫王式 (2期）から岩滑式 (4期）にみられる。しかし、 5類は岐阜県阿弥陀堂遺跡で最

初に確認され、阿弥陀堂式が設定された（大江 1965)。阿弥陀堂遺跡に特徴的な 5類を阿弥陀

堂型壺 3)と呼称する。阿弥陀堂型壺は愛知県樫王遺跡 4) （水神平式）、引田遺跡 5) （樫王式）、水

神平遺跡 6) （樫王式）、岐阜県阿弥陀堂遺跡（樫王式併行）、炉畑遺跡”（樫王式併行）、福井県

糞置遺跡（前期前葉、 10)、石川県柴山出村遺跡（樫王式併行、 11）、下吉谷遺跡（水神平式併行、

12)などで確認されている。

4 a類は頸部に突帯を持つものが存在する。口唇部は 4のように面取りするものと 5や7のよ

うにそのままのものが存在する。 3は突帯貼付後に条痕を施しており、口唇部は部分的に面取り

されている。 4a類は 4b、4C類へと変化する。 5類も 4類と同様の変化をすると考えられる

が、 5C類は今のところ確認されていない。しかし、第64図30が存在することから存在する可能
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性があると思われる。

33は4C類で畿内第Il様式併行 (4期、福島 1987)であるが、波頂部が 5箇所存在し、大地

型壺の影響がみられる。 6類は朝日遺跡56B区に類例があり、その土器には跳上文が施されてい

る。 6類の26、27は7類へと変化する。 31の円形浮文も大地型壺の影響であろう。石川県内では

岩滑式併行の壺A類（4c、6、7類）の文様には跳上文だけでなく、波状文も多く存在する (28.

32)。

石川県内では壺A類に指頭沈線文を持つものが存在するが、福井県では壺類•甕類とも確認さ~

れていない（増山 1987)。富山県では確認していないが、甕類に存在が確認されている（大境

洞窟遺跡8)、高田新遺跡9)、駒形遺跡 10)、丸山A遺跡＇ 1）など）ので、存在する可能性が高いも

のと思われる。壺A類のなかで、壺B額（大地型）の影響を受けたものや、突起を持つもの、跳

上文を口縁内面に施文するなどの在地化した壺が存在する。

2 北陸地方西部の壺B類について

壺B類の分類は下記の分類による。第64図を参照されたい。 1類は東海地方の突帯文系土器の

壺 (21)である。 2類は浮線文を持つ壺 (22)である。 3穎は無文のもの (26)である。 4類は

指頭沈線文を持つもの (30)である。 5類は大地型壺であり、口縁部に浮線文を持ち、胴部に隅

円の長方形区画文などを持つもの (a類、 23~25)、浮線文が消滅し、エ字文、流水文・匹字文

風の文様を持つもの (b類、 27~29)、肩が張る器形となり、主要文様が弧線文に変化したもの

(C額、 31~33)がある。 6類は東北系の壺 (41. 42)である。

l類は馬見塚遺跡F地点土器に頷例があり、馬見塚式（東海系）に比定されよう。 2穎は浮線

文を持つことから氷 I式との関連が想定されよう。 4類は指頭沈線文を持つことから、在地系で

あり、 2期から存在する可能性があるが、 2• 3期の資料は確認されていない。 5類は大地型壺

の北陸型であり、 2~4期に存在する。 6類は能都町波並西の上遺跡（平田 1977、41)、下吉

谷遺跡 I2)、富山県上市町正印新遺跡 (42)に確認されている。 6類の時期は筆者の不勉強のた

めに、時期が確定しえない。今後、共伴遺物の研究と類例が待たれる。

3 大地型壺について

大地型壺は大参義ー氏によって型式設定された大地式土器（大参 1955)から条痕文系土器を

抜いたものであり、かつて大地遺跡の精製壺形土器だけを「大地式」とされていた（江崎 1956)。

しかし、精製壺型土器は「大地型」と呼ぶほうが適切である（紅村 1978)。

大地型壺は北陸地方西部、美濃・飛騨地方、尾張地方、信濃地方の樫王式～岩滑式併行期 (2

~4期）の遺跡に確認されている。大地型壺の型式学的変化は石川1981で明確に整理されている。

現在までの比較的に資料の多い尾張地方に特徴的なものを尾張型、北陸地方に特徴的なものを北

陸型として、まとめてみたい（第62• 63図参照）。

2期は器形は口縁部が内傾し、球形の胴部を持つものが殆どである。口縁部文様帯と肩部文様

帯を無文帯で区分しているが、幅は狭い。口縁部文様帯と肩部文様帯に浮線文を配し、胴部には
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渦巻き文（尾張型、 33) 、同心円文ないし渦巻き文•長方形区画文（北陸型、 35 • 36)などを持

つ。体部下半には併行沈線文を巡らす。北陸地方 (37)と信濃地方 (52)では波状口縁が存在す

る。美濃・飛騨地方と信濃地方では鉢類 (20、53、56)が存在する。

3期は 2期の球形胴部の下端が伸びるようになる。頸部は幅広の無文帯となり、口縁部は直立

ぎみに外反するようになる。尾張型は口縁部文様帯から浮線文が消滅し、沈線文となるが、肩部

文様帯には浮線文 (4)が存在する。胴部文様帯は、 2期からの渦巻文（4.6)を持つ。

北陸型は波状口縁が多くなる。口縁部文様帯には、沈線文のほかに隅円長方形帯流水文（佐原

1972、38)や匹字文風の文様（41b)が施されている。肩部文様帯の浮線文は沈線化して、突

起のみ (38) となる。胴部文様にはエ字文・流水文• C-3型変形工字文（須藤 1983)風の文

様と綾杉文など (39、40)の充填文様が施される。美濃・飛騨地方や中部高地は資料がなく、判

断できない。

3期では、各地方での器形や文様の独自性が大きくなった段階と思われる。

4期は 3期からの口縁部の外反傾向がより進んだために、口縁内面にも施文するようになる。

また、新たに頸部文様帯を持つようになる。肩が張る器形となる。各地方とも、文様に 2本以上

の弧線文・沈線文や剌突文を持つことは共通している。また、浮線文は完全に消滅し、突起や円

形浮文になる。

尾張型は口縁部文様帯と頸部文様帯の区分が明瞭（8.9)である。口縁内面に類流水文（佐原

1972、12~14)が施されることが多い。肩部文様帯の浮線文は完全に消滅する。

北陸型は口縁部文様帯と頸部文様帯の区分が不明瞭であり、両者が一体化 (45. 46) しているc

口縁内面には連弧文(44.45など）を持つ。胴部文様はエ字文風の文様 (44)や連弧文 (44. 49) 

を持つ。美濃・飛騨地方では18• 20から系譜が引ける渦巻文も存在する（石黒 1985、33• 34) 

という。

石川氏は美濃・尾張地方の 4期のエ字文・流水文は北陸地方との関連を想定された（石川

1981)。 2期の北陸型が尾張地方に存在すること（7)や類流水文が福井県吉河遺跡（ 121 (51)、

石川県末松遺跡 (I3)に存在することからも尾張地方と北陸地方西部間の交流が伺えよう。なお、

尾張地方と北陸地方西部を結ぶ美濃・飛騨地方の実態が不明瞭なために、この地方の資料増加が

望まれる。

4 北陸地方西部の壺c類について

石川県の壺C類の検出例は 5遺跡と少ない。畿内第 I様式古段階に比定されるものを 1類、中

段階 (2期）に比定されるものを 2穎、新段階 (3期）に比定されるものを 3類、遠賀川式土器

の流れを持つ土器を 4類とする。壺C1類は発見されていない。壺C2類は34と35である。壺C

3 類の36は金沢市南新保三枚田遺跡（楠•宮本 1984第45図233)から出土している。 5条のヘ

ラ描き沈線を引いている。調整はハケのちヘラミガキである。 37は金沢市矢木ジワリ遺跡から出

土し、 8条のヘラ描き沈線を引いている。調整はハケのちヘラミガキである。壺C4類の39• 40 

は吉崎・次場遺跡N-2号土坑から、 18• 43 • 44などと出土している。 C類は下野式以降矢木ジ
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中部地方における大地型壺の集成図（2) (1/6) 
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ワリ式の間に伴う（橋本 1986)ようであるが、壺C4類は吉崎・次場遺跡N-2号土坑の例か

ら畿内第II様式の古い頃までであろう。

富山県の壺C類は高岡市石塚遺跡、上市町正印新遺跡で確認されている。正印新遺跡の壺はロ

唇部にX状の刻目を持ち、頸部に木目沈線文（佐原 1987)を持っている。

福井県では糞置遺跡の前期後半に遠賀川系土器（沈線文や貼付突帯を持つ壺•甕類）が出土し

ている。吉河遺跡では貼付突帯文をもつ遠賀川系土器が第II様式（壺C4類）であるという。

第 2節 甕形土器の変遷について

l 甕A類について

甕A類は 1~4期にかけて存在する。大きく 5類に分類できる（第65図）。 1類は条痕調整だ

けのものであり、頸部がないもの (a類）と存在するもの (b類）がある。 2類は口縁部と胴部

に沈線文などを施すものであり、沈線のみのもの (a類、 49)と2条沈線間での押引文を持つも

の (b類、 50)がある。 3類は口縁部に沈線文も持つもの (52)である。 4類は頸部を無文とす

るもの (60)である。 5類は指頭沈線文を持つものである。指頭列点文を持つもの (a類、 62)、

少条の沈線文のもの (b類、 63)、多条の沈線文のもの (C類、 70)、波状文のもの (d類、 68)、

連弧文などのバリエーションに富んだもの (e類、 75)がある。

1類は各期に存在する。 lb類は 2期以降外反傾向がみられる。 2類は下野式に特徴的な甕で

ある。 2a• 2b類とも下野式前半から系譜が辿ることが可能であるが、 2期では2b類が消滅し、

2a類は沈線文の多条化などの変様（59)がみられる。 4類は糞置遺跡、長竹遺跡、白峰村桑島

・東島遺跡（中島 1976)、御経塚遺跡で確認されている。糞置遺跡では前期前半（樫王式平行、

壺5b類）に伴う甕である。御経塚遺跡では柴山出村式土器と遺構から出土しているという。 (I4) 

頸部を無文の甕は氷 I式に多くみられ（百瀬 1986)、60の縦条痕も氷 I式に特徴的であり、

甕4類は氷 I式との関連が想定されよう。

5b穎は 3類から発生したものであろうか。 5a類は八田中遺跡第 2次調査（第54図9)、大境洞

窟遺跡第 5層で出土している。 5b類から5c~5e類が発生したと思われる。 5b類は小島六十苅遺

跡、代田営団遺跡、赤浦遺跡（土肥 1885)、八田中遺跡第 1次調査で出土している。 5d• 5e類

は矢木ジワリ遺跡、吉崎・次場遺跡、八田中遺跡第 1次調査で出土している。 5c~5e類は 3~4

期に属すると思われるが、確実な 3期の遺構が確認されていないので現時点では個別に時期判定

は難しい。 5c類の波状文は水神平式との関連が想定される。 69と86は直線文と波状文を交互に配

すると思われ、山陰・丹後地方の第II様式甕の文様構成と関連が想定される。5e類はバリエーショ

ンに富むことからやや新しいころ (4期）と思われる。

2 甕B類について

甕B類は 4類に分けられる。 1類は無文のもの (53)である。 2類は口縁部に沈線文を持つも

の (54)である。 3類は指頭沈線文を持つもの (65)である。 4類は突帯文系の甕（55)である。
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1類は下野遺跡・長竹遺跡では15％前後、八田中遺跡第 2次調査では20数％と一定量を占める

が、八田中遺跡第 1次調査 (3~4期）では消滅している。 2頚は甕A穎の無文型であろう。 3

類は5b類の無文型であろう。桑島・東島遺跡では、包含層から壺A5b類、甕A4類、鉢Blb類

と出土している。 4類は馬見塚F地点に類例がある。

甕B類は 3期以降は確認されておらず、消滅したと思われる。

第 3節 鉢形土器の変遷について

l 鉢A類について

鉢A類（第66図）は 1期には存在しない。福井県糞置遺跡例から前期前半 (2期）から存在す

るようである。 89には遠賀川式土器にみられる二孔一対の紐かけ孔が存在する。 82の内面には、

下野式の鉢類に存在する沈線文を 3条持つ。糞置遺跡の鉢類は鉢B • C類の要素が融合している。

また、石川県内では鉢A類は柴山出村遺跡出土の91が最も古く、 2~4期の何れかに伴うと思わ

れるが、時期は確定できない。 92は岩滑式の厚口鉢の影響を受けたものと思われ、 4期である。

2 鉢B類について

鉢B頬は大きく 12穎に分類される。 1類は眼鏡状隆起帯を持つ鉢類であり、浮線的な眼鏡状隆

起帯を持ち、体部の縄文は消滅し、沈線でエ字文•長方形区画文風の文様を持つもの (a 頬、 93

• 99)と眼鏡状隆起帯は沈線文と突起で表現され、文様は直線文のもの (b類、 94)がある。 2

類は浮線文を持つものである。 3穎はエ字文・長方形区画文風の文様を持つもの(106~109)で

ある。 4類は菱形文を持つものであり、 2条沈線間の押引文を持つもの (a類、 110)と持たな

いもの (b穎、 122. 123)が存在する。 5類は 2条沈線間の押引列点文を持つもの(111~114)

である。 6類は内面に平行沈線文を持つものであり、波状口縁のもの (a類、 115)と平縁口縁

のもの (b類． 116)がある。 7類は外面に平行沈線文を持つものであり、口縁部直下から沈線

文を持つもの (a類、 117)と口縁部に無文帯を持つもの (b類、 127)が存在する。 8• 9類は

無文の皿・碗形である。 10は突帯文系の鉢類（120)である。 11類は突起だけを持つもの(129)

である。 12穎は斜線文などの充填文様を持つもの(130)である。

l頷は東北系の鉢類であり、大洞c2式から A式に存在する。 la類は長竹遺跡に主体的に存

在する。 99の体部文様は馬見塚遺跡F地点や御経塚遺跡に類例がみられる。 lb類の94はla類と

存在することは下野遺跡や馬見塚F地点の例から確実であるが、 2期にも存在するものと思われ

る（糞置遺跡・八田中遺跡第 2次調査）。 98は波状口縁であり、 97も波状に近く、 96は口縁部に

突起を持つなどの変化が確認される。 2類は北陸地方西部では柴山出村式土器と共伴した例（柴

山出村遺跡・押野タチナカ遺跡・糞置遺跡）、下野式と柴山出村式土器と共伴した例（丸山A遺

跡）があるが、糞置遺跡・丸山A遺跡以外はまとまった出土はみない。 2類は 1期から存在する

ことは確実（設楽 1982)であるが、北陸地方西部では出土量が少量なために、明確ではない。

3類は長竹遺跡・筋生遺跡など長竹遺跡段階にみられる。 121は粗大な工字状文を持ち、胎土に
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は2~3mm大の小石を含み、色調は黄褐色である。胎土・色調は柴山出村式土器の特徴である。

4a類と 5類は下野式に特徴的な文様である。 4a類は馬見塚遺跡F地点に類例がある。 4b類は下

野式の 2条沈線間の押引列点文が消滅したものと思われる。 122• 123は柴山出村式土器に特徴的

な黄褐色を呈し、胎土は 2~3mm大の小石を含む。第64図6と壺B類と土坑から出土している。

6a類は下野遺跡、真脇遺跡、糞置遺跡などに存在する。糞置遺跡の土器は外面の沈線文の消滅

や内面の沈線文が波頂部に連結するなどの変化がみられる。

10類の120は長竹遺跡第11号土坑から甕3a類と出土している。 11類はlb類や 2類から沈線文が

消滅し、浮線文が 3期の大地型壺同様に突起となったものと思われる。 12類は 3期の大地型壺の

文様と同じであり、 3期に属すると思われる。

第 4節 l~4期の土器組成の変化について

1期壺A1 • 2類、壺B 1 頬、甕Al~4 類、甕Bl•2•4 類、鉢B 1 • 3~10類で構成

される。この組成は長竹遺跡にみられる。また、東海地方の馬見塚遺跡F地点では壺A2、壺B

1類、甕Al、甕B1 • 4類、鉢B1 a • 1 b • 4a • 8~10類が出土している。両遺跡は地域を異

にするが両地方の器種を持っており、活発な地域間交流が認められる。馬見塚式では大型壺の顕

在化と浮線文土器群の盛行（石川 1985)がみられるが、北陸地方でも壺A類の出現や鉢B類の

盛行がみられる。

1期では、壺A穎（大型壺）の出現や甕A2類の出現などにより、下野式のなかでの画期があ

り、下野式後半となる。壺A類は馬見塚式の影響が想定され、そして、甕A2類の文様配置は刻

目突帯文土器群の影響 (I5)が想定（久田 1986)されることから、下野式後半（長竹遺跡段階）

の成立には近畿・東海地方の影響が伺える。

2期壺A3 • 4a • 5a類、壺B2 • 5a類、壺C2類、甕A1 • 2a • 4 • 5a • 5b類、甕B1 • 

3類、鉢A類、鉢Blb • 2 • 3b • 4b • 6a • 7b • 8 • 9類で構成される。 2期の資料が少ないた

めに全ての器種が確認された遺跡は存在しない。糞置遺跡では壺A5a類、甕 4頬、鉢Blb• 2 

類が存在する。八田中遺跡第 2次調査では壺B2 • 5a額、壺C2類、甕A1 • 2a • 5類、甕B

1類、鉢Blb • 7b • 8 • 9類が存在する。小島六十苅遺跡第 2号土坑からは壺A5a類、甕Al

• 4 • 5b類、鉢3b• 4b類が出土している。

2期では、壺A類は東海地方の突帯文系壺から条痕文系壺に変化する。しかし、在地型の壺A

類も出現し、壺B5類も出現するなど一様ではない。壺A4a• 5a類や壺B5a類などの次の時期

に続く器種の出現がみられる。また、壺C類の出現の意義は大きい。甕ではAl類は依然として

大きな割合を占めるが、下野式に特徴的な甕A2b類の消滅がみられる。また、柴山出村式土器

の指頭沈線文の出現がみられる。

鉢類にはA類の出現や下野式に特徴的な文様を持つ鉢B4a• 5類の消滅がみられる。また、

規範の消滅した例や、鉢類の比率の減少傾向がみられる。

3期では壺A4b• 5b類、壺B3 • 5b類、壺C3穎、甕A1 • 5c • 5d類、甕C類、鉢B11 • 12 

類、鉢C類で構成される。壺類は 2期から出現した器種が主体をなす。甕類は依然として甕Al
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類が主体を占めるが、甕5b類から発生したと思われる甕5c• 5d類が多くなる。鉢類はより一層

減少する。

4期では、壺A4c • 6類、壺B4 • 5 c類、壺C4 類、壺D類、甕Al•2a?•5c•5d•5

e類、甕C類、甕D類、鉢A類、鉢D類で構成される。 4期前半には若干のC類が存在する。 D

類はA•B類（柴山出村式土器）と同数か、それ以上を占めるものと思われる（増山 1987)。

従来は、 1期と 3~4基の器種構成の断絶を以て、北陸地方西部の弥生時代の開始としていた

（橋本 1986• 高堀 1986など）。しかし、断片的に存在した樫王式併行の土器群を抽出する動

きがみられるようになった（湯尻 1983 •久田 1986)。久田1983• 1986で樫王式併行期を柴山

出村式の始まりとし、 3期区分を提唱した。増山氏は甕類の指頭沈線文の変遷で柴山出村式土器

を3段階に区分され、柴山出村式土器の 3期区分が確立したものと思われる。

柴山出村 l~3 式は 2~4 期のA•B 頬土器にあたる。 2 期（柴山出村 l 式期）は壺A 4 • 5 

類、壺B5類、甕A5穎、甕B3穎などの柴山出村 2• 3式に続く器種の出現がみられる。また、

下野式の甕A2b穎や鉢B4a • 5類の消滅や鉢B類の減少傾向がみられる。そして、鉢A類の出

現は鉢の概念（精製土器）が変化したものであり、鉢B類の減少と壺B5類（精製壺）の成立か

らも伺えよう。また、北陸地方西部では 2期において土器組成と土器の特徴（色調や胎土）の変

化が確認される。よって、北陸地方西部では 2期（畿内第 I様式中段階併行）に弥生時代になっ

たと思われる。しかし、 1~2期の土器量は少なく、一括性を証明される資料も少ないのが現状

である。今後、 1~2期の資料の集積とその詳細な研究が望まれる。

第 5節稲作について

l プラント・オパール調査について

第2次調査のプラント・オパールの結果では、 2期の土器を出土した 7~8区の落ち込みでは

6層以上に稲のプラント・オバールが検出されている。 6層は 2次の河道跡 (3期）が埋没下後

に堆積していることから、 3期以降のプラント・オパールであり、落ち込んだ可能性も比定でき

ない。河道跡では 5層に存在する。これは落ち込んだ物ではないが、この資料も 3期以降となろう。

2 種子圧痕について

北陸地方では中屋式に稲の花粉が検出されている（藤 1971)。従来柴山出村式土器に籾圧痕

は確認されていなかった（橋本 1983)。八田中遺跡第 1次調査の籾圧痕を持つ土器（第27図74)

は中期初頭にまで下がる可能性があり、八田中遺跡第 2次調査の籾圧痕はC類（遠賀川系土器）

であることから、前期の地元の土器には籾圧痕が確認されていなかった。しかし、押野タチナカ

遺蹟に突帯を持つ柴山出村式土器に籾圧痕が存在する＊ことから 3期以前に籾が存在したことは

確実である。なお、御経塚遺跡の 1期の土器群と八田中遺跡第 2次調査の土器群には籾圧痕ない

し種子庄痕が存在すること (I6)から、今後下野式土器や柴山出村式土器の種子圧痕の同定作業が

必要である。
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第 6章結 語

第 1次調査では、弥生時代の柴山出村式土器は ST2-4区に河道跡(3~4期）、 NTl区(1

期）、 2区 (4期）にみられる。小松式後半の土器がNT2区に存在する。後期はNT2区、 S

T2-l. 2-2区に存在する。奈良•平安時代になると ST 1区に存在する。中世になると NT区、

S T2-3. 2-4区に存在する。

第 2次調査では、第 1次調査で確認した河道跡が確認され、河道跡からは 3期の土器が出土し

た。落ち込みで河道跡より古い柴山出村式土器が出土した。また、 8~10区にかけて中世と思わ

れる畝溝群が出土した。

第 1• 2次調査とも少量の縄文土器（後期後半と晩期中葉）が出土している。

よって、八田中遺跡では、縄文時代後期後半から人々が断続的に住み始め、弥生時代前期から

中期初頭にかけて遺跡のピークをむかえる。古墳時代の人々の生活は確認されなかった。奈良時

代には再び人々が住み始めるようになったようである。しかし、調査区が幅 2mのために遺跡の

全容は不明である。

手取扇状地の扇端部には、県営ほ場整備事業に伴う調査により範囲が広い遺跡群が確認されて

いる。この遺跡群は弥生時代から継続する遺跡が多く、現在の米どころ松任の基盤を二千年前に

形成していたのである。

なお、本書をまとめるにあたり、当センター職員を始め、多数の方々から有益なご教示を得た

が、その成果を生かすことができなかった。当センター職員以外の芳名を記して感謝の意を示し

たしヽ。

敬称略

松任市教育委員会、野々市町教育委員会、石川日出志、石黒立人、井藤暁子、伊林永幸、楠 正

勝、佐原真、土肥富士夫、冨山正明、中司照世、増山仁、南久和、山口 充、横山貴広、

吉岡康暢、吉田淳

第 5章註

(1) 長竹遺跡出土土器には若干の大洞C2式併行期の土器を含むが、ここでは大洞A式前半併行とする。

(2) 吉田淳氏のご好意により実見させていただいた。鉢類の文様は沈線のみで施され、エグリ込んだものは存在

しない。

(3) 阿弥陀堂遺跡には断面三角の貼付突帯を持つ壺も存在する。

(4) 紅村 弘 1961 『篠束ー篠束第 2次・樫王・行明調査報告』 小坂井町教育委員会

(5) 紅村・増子ほか 1979 

(6) 紅村・増子ほか 1979 

(7) 紅村・増子ほか 1979 

(8) 湊 晨 1972 「弥生時代」 『富山県史』考古編富山県

(9) 酒井重洋 富山県立高岡工芸高等学校地理歴史クラブ 1972 『高田新・駒方遺跡』

(JO) 酒井重洋 ” 
(ID 酒井 1976 

(12) 中司照世 1986 「吉河遺跡」 『福井県史』資料編13 福井県

(13) 米沢義光氏から教示を得た。

(14) 吉田淳氏から教示を得た。

(15) 長原式における 2条突帯の深鉢と口縁部のみに 1条の突帯を持つ深鉢が存在するが、下野式後半に甕 2a類

と3類が存在することも長原式の影響と思われる。

U6) 野々市町教育委員会の整理室で実見した。
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土器観察表の口縁分類

口縁部形態

1 口縁部が先細りするもの

2 口縁部が丸いもの

3 口縁部が四角いもの

4 口縁部がナデられて外側にはみでたもの

5 口縁部がナデられて面取りされたもの

刻みの分類

a 口縁部に平行にいれるもの

b 口縁部に斜行にいれるもの

c 内外面からいれるもの

d 口縁部に直角にいれるもの
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第 1次調査土器観察表

ST  2-4区土坑出土土器 T＝壺 k＝甕 H＝鉢

調 整 色課
胎土

図版番号 器種 口縁 層位 法呈（cm)
外面／内面 外面／内面

焼成
砂粒 悔綿骨針

備 考

1 mm以下 1~2mm 2 mm以上

第22図 l TAm 3 条痕／ナデ 暗褐色 良 やや多 微 個4m会m以む上を 1

2 TAIII 2 条痕 暗褐色／黒杞色 99 少

3 TA 条痕／ナデ 淡灰掲色 不良 多 合半臣戴性竹＊菅hの司

4 TA 99 良

5 KAm 2a 条痕 褐色／／苗に橙ぶ缶い ” 多 少 少 外面にスス

6 TB ミガキ／ナデ 暗褐色／黒褐色 ” 少

7-I 0 TBI!c5 99 賠茶掲色／黒掲色 ” やや多 外]]面と同に一ス個ス体

II TBnc5 3 旦径約25 " 茶掲色・暗茶掲色 ” やや多 ” 
12 KAm 2a 条痕 灰褐色 99 やや少 ” 
13 KAIV la 条痕／板ナデ 淡掲色 謬 少 やや多 やや多 ーII個i太19と同

14 KA1Vb2 4 条痕 暗灰掲色／黒掲色 良 多 多 内面にスス

15 99 4 口径約30 条痕 茶淡黄掲橙角色／／暗視角 ” 多 少 外面にスス

16 KAI lb 条痕／ナデ 黒褐色／渇色 ” やや多 やや多 内あ回りに輸積痕

17 KAm 4 粂眼／／縁冊粂の！艮み、ナロデ 淡黄橙色 99 やや多 外面にスス

!8 A 条痕 淡褐色／｝易色 謬 少
内ililと断illlに
スス

19 A 底径 9 条痕／ナデ 褐色 良 多 多 網13布と比同1一艮個体

20 A 底径7.8 " 淡掲色／黒褐色 " 多 やや少

S T2-4区 河道跡出土土器

第23図 l 土師K器 3 2 ハ部ケヨのコナちデ口縁／／ハケ にぶい黄橙色 良 多 内あ回りに輸積痕

2 I 2 ハケのちナデ 黄橙色 不良 やや多

3 TD 3c 3-4 罹 頸口部径径19l • 6 ハケ 暗茶褐色 良 多 少
ハケ状具で菊

6.6 み

4 TD 18 Iヽケのち／ミ／ハ
ガキ ケ にぶい褐色 良 多 11mmに4本歯

5 TD 15 ハナデケの／ち／ハケ 淡い淡褐色 良 多

第24図6 TAIV 3 包 ナデ 黄褐色 良 多 ヘラ先の刻み

7 TAIV 3 l 5 条ナ限ァの／ち／条痕 暗褐色 良 多 口に唇よ部る押条痕引具き

8 TAm 2b 包 口径約29 条痕 |嘉rぶ伍い黄／／i音褐色 良 多 多 起高さ 7mmの突

， TA 21 条痕／ナデ 組にぶ缶い／／陪栢缶 良 多 少

10 99 18 99 薄灰褐色／掲色 良 多 少 外面にスス

11 ” <!l一18部 99 ” 良 多 少 " 

12 99 包 " 99 良 多 やや多 99 

13 ” 包
,, 

灰黄色 やや良 多 2種類の条痕

14 99 包 ” 褐灰色 良

15 " 15 " 暗苺褐埠色伍／埠／缶 多 少

16 ” 17 ” にぶい黄橙色 良 多 多 多

17 ” 4 99 多

18 99 包 " 多

19 ” 包 ” 橙色／暗掲色 不良 多

20 9 9 15 99 黄橙色／暗掲色 良 多
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調 整 色調
胎土

図版番号 器種 口縁 層位 法量 (cm)
外面／内面 外面／内面

焼成
砂粒 海綿骨針

備 考

I mm以下 1~2mm2 mm以上

2 l TA l 7 条痕／ナデ 戸釦缶くい黄／／暗褐角 良 少 少 多

第25図22 TBII 19 ミガキ／ナデ 暗褐色 ” 少

23 TB I c2 17 口径9.8 ” 1黒褐色／／苗にぶ梧缶い " やや多 赤彩痕あり

24 TB2 17 ” 黒褐色／暗灰褐色 やや多 外面にスス

25 TB 包 薄茶褐色 謬 少々 2と6同と一第個51体図 I

26 TB 17 ミガキ／不明 黒褐色 良 少 ィ内寸若[l!Jに炭化碗

27 TB 21 ナデ にぶい黄橙色 良 多 赤彩

28 TBIV 3 17 ナデ 褐灰色／暗灰色 " 少 糧＇ のり沈の線押
し引

29 TBill 3 3 ” 薄茶掲色 霜 多 白を色混砂入粒のみ

30 TBm 3 包 板ナデ 暗茶褐色 良 少 少 板ナデ

31 TBIV 2 包 ナデ にぶい黄褐色 謬 多 やや多 坑同にー個存体存か土

32 TBIV 3 ” ．茶褐色 良 少 半戟竹管

33 TB 包 " 明掲灰色 ” 少 少 4 mm大の小石

34 TBV 3 17 頸口径部3径0、26 ミガキ 暗茶掲色 " 多 少 外円汗由谷に笠Vスス。

35 TB 18 99 ” ” 少 少 3か4と同・1回 倅

36 TB 包 " ” ” 多 3か4と同一個体

37 TB 包 ナデ 暗褐色 やや良 少 赤内色面破に砕ス粒ス、

38 99 包 99 薄茶掲色 99 やや多

39 ” 包 99 

" 多

40-45 TB]Jc5 包 ミガキ／板／ナナデデ 茶掲色 良 多 少 外LR曲のに布遁ス縄スが

4 6 HB 1 3 • 5 ナデ 淡黄橙色 やや良 多 やや多

47 HB I 21 ” 淡黄橙色 良 多 少 多 彩i専角亦余か喝色の

第26図48 KA[J 2d 伺21、、317 4 口径約32 条痕 薄灰褐色 良 多 多 多 一ス、部刻の破目片は棒にス

49 ” la 21 口径約23 " 暗茶褐色 やや良 多 やや少 多 外い由ス全ス体に厚

50 " 2a 20 口径約32 条痕／ナデ 黄褐色 やや良 多 II 

51 KAIII 2a 21 口径約34 ” 灰苗掲祖色伍／／灰椛缶 良 多 小"石も5m会m大むの

52 99 2a 17 条痕 暗掲色／褐色 不良 やや多 少 外ス由全体にス

53 ” 2b 5 条痕／ナデ にぶい掲色 良 多 外面にスス

54 KAIi 2b 包 " 
99 良 多 少 少 下口縁を部ヨのコ刻ナを丁

-3-3 ” 2a 包 ” にぶい黄褐色 や哀や不 多 爪

56 ” 2a 5 ナデ 暗褐色／／い褐に缶ぶ 良 多 外面にスス

57 KAm 2a 17 条痕／ナデ 暗褐色 良 多 少

58 KAIV 3d 17 99 赤杞色／茶褐色 良 少 少 リりJヽ こ奴炉粒あ

59 99 2b 15 ” 渇色／灰掲色 良 多 外面にスス

60 ” 2b 21 ” 暗褐色／灰褐色 良 多 少 外ス由に厚いス

61 " 2b 包 ” にぶい黄掲色 多 5か9と同・1回坪

第27図62KAlllbl 2b 17 99 賠褐色／灰褐色 良 多 少 外面にスス

63 99 la 21 99 黄褐色 良 多 少

し＿竺 KAIVbl 2b 包 " 暗褐色 良 イ内ヤ物由付全体羞に炭
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凋 棺 色調
胎 士

図版番号 器種 口縁 屑位 法贔： （cm) 焼成 砂粒 備 考
外面／内面 外面／内面

I mm以下 l~2mm 2 mm以上
海綿骨針

65 KA JV b~ 3 17 条痕 にぶい黄褐色 良 多 少 部口分唇的部に細い

66 KA I b~ 4 17 口径約35 条痕／／の条ち痕ナデ 暗褐色 良 多 多

67 KA!V b~ 4a 17 ナデ にぶい黄掲色 良 多 少 少 外面にスス

68 ” lb 15 条痕のちナデ 暗掲色 良 多 少 内外面にスス

条巴／条痕 外眉にス畠り69 KAlb3 2 5 口径
のちナデ 陪褐色／灰掲色 良 多 多 口 冒は

的 に 取

70 99 2 17 ” 
99 良 多 多 69と同一個体

71 KAnb: 2 包 " にぶい掲色 良 多 多 口に唇斜部にを面部取分り ） 

72 KAIVb4 4d 21 条痕 掲色 良 多 少 内面にスス

73 ” 17 9 9 99 良 多 少 ” 
74 KAb2 15 条痕／／の条ち痕ナナ一＊ 暗褐色／羨褐色 良 多 多 多 籾圧痕あり

75 KAIIlb~ 2 21 9 9 灰掲色／賠褐色 良 多 多 外面にスス

76 KA lib( lb 5、包 条痕／ナデ 赤褐色、渇色 良 多 多 多 左の石角がの接異合な個る体

77 KAb 包 条痕 薄褐色 やや且 多 多
69、70の破片
か

78 KAb 17 ” " 不良 多 多 99 

第28図79KAJVb, 4d l8、包 口2径53胴0.部6径領冊28径条痕／／の条ち艇ナデ 暗灰色 良

第29~]80 KA 21 条痕

81 A 包 条痕／ナデ 掲色／暗掲色 やや良 多 少 少 討 表 6mm 
mm 

82 A 18 条痕／ナデ 橙にぶ伍い黄／／黒祖和 多 多

83 99 20 条痕／ナデ 暗褐色 良 少 内ル面はツルツ

84 " 18 条痕／ナデ 掲色／暗掲色 良 少 多 少 内面にスス

85 ” 
86 ” 包 条痕 淡賀橙色 やや良 多 多

87 99 18 ” にぶい黄橙色 良 少 多 多

88 99 19 ” 賠褐色／灰黄褐色 良 少 多 多

89 " 包 " 暗褐色／黒褐色 良 多 多 少 内ス面スと断面に

90 9 9 21 条痕／ナデ ｝I面-5るくい黄／／混缶 良 多 多

9 l ” 包 9 9 菱提色／賠掲色 良 多 多 内面にスス

92 ” 包 条痕／板ナデ 暗杞色／／苗にぶ梧仕い 良 多 多 飼フ`― ~` I cmの板ナ

93 99 18 条痕／／板ナデナ、デ 黄柑色／黒昆色 良 多 位炭の1cm化歯間、物に内4面
に

叫 99 包 条痕／／の条ち痕ナデ 淡黄橙色 認 多 多

第30図95 ” 20 条痕 暗褐色 良 多 やや多

96 9 9 17 条股／／板条眼ナかデ にぶい黄橙色 謬 多 多

97 ” 包 条痕／ナデ 暗掲色／／苗にふ梧‘伍いやや良 多 少

にぶい ／：こぶい >糸 5mm 幅横
第31図98 " 17、18 底径 8.6 " 薮杞色／ 黄杞色

良 多 多 3 mm 悶の
布圧

99 " 17、21 底径 9.8 ” にぶい黄橙色 良 多 縦糸糸4m6 m mm、"横

JOO 17 底板邪ナデ／／ナデ 掲色／／苗にぶ橙缶い 良 多 断面にスス

IOI A 21 条痕／ナデ にぶい苗掲色 良 多 少 縦属の・横網糸布ff4痘町問
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胎 土

図版番号 器種 口縁 層位 法量（cm)
調 整 色調

焼成 砂粒 海綿骨針
備 考

外面／内面 外面／内面
I mm以下 l~2mm 2 mm以J:

102 A 包 底径 条痕／ナデ 褐灰色／灰白色 良 多 多 魯羹点5mm、
5mm 11 

103 17 ナデ ／ 良 多 木葉痕

l04 A 5 底径 10.8 条痕／ナデ 1賠褐色／／苗にぶ坦缶い 良 多 多 網代圧痕

l 05 ” 17 底径 10.6 " 黄橙色 やや良 多 多 II 

106 B 包 底径 7.8 ナデ にぶい黄橙色 やや良 多 ” 
107 A 包 底径 9.2 条痕／ナデ にぶい黄褐色 やや良 多 多 II 

108 A 包 条痕／ナデ にぶい黄橙色 やや良 多

109 B 表採 ナデ 黒褐色 良 少 内面にスス

NT区 出土土器

第37図 I KAil 4 A群 条痕 黒褐色 良 多

2 KBm 2 ” ナデ l五r丘ダ、い／／昭褐缶 謡； 多

3 B ” （板）ナデ／／ナデ 灰黄褐色 良 多

4 B ” ナデ '昔にぶ橙色い／／B音禄缶 良 多 少

5 B 99 99 

” 霜 多

6 底B ” 底径 8.4 99 にぶい黄橙色 " 多 多 >糸14mm認
6 mm 贋
布圧

7 B ” ＼阪）ナ／デ／ナデ|姜！こぶ坦缶い／／苦にぶ埠伍い 99 多

8 KAID 2a B群 条痕／ナデ にぶい黄橙色 ” 多 外面にスス， A ” 条痕 淡黄橙色 ” 多

10 99 （板）ナデ／／ナデ醤泣／蒻泣 " 多

II ” 99 にぶい黄褐色 ” 多

15 TAm 条痕／ナデ 淡寅橙色 不良 多 多

16 TA " ” 99 多 多 跳上文

17 TA 99 苗にぶ捏缶い／／暗梧缶 認 多 少 少 祇窟位．の羽状条

18 K 3 ハケ／ナデ 掲色 良 微 口を縁ナ部デ消のハすケ

19 K 3 ” にぶい度掲色 良 微 II 

20 K 橙色／淡橙色 認 微

21 T 淡橙色 不良 微
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第 2次調査土器観察表

課 整 色調
胎土

図版番号 器種 口縁 層位 法量 (cm) 焼成 砂粒 備 考
外面／内面 外面／内面

I mm以下 l~2mm2 mm以、上海綿骨針

第50図 I TBa2 II ミガキ／ナデ 黒褐色 良 微 外ス由スに少量の

2・6 TBc II ミガキ／板ナデ 暗掲色／黒褐色 ” 微
2・6は外同面一に個少
体員、のスス

7 B II ナデ／板ナデ 黒褐色 " やや多 外離•IIIJは部分景I

8 A II 条痕 褐灰色 " 多， 
” ll つ浪／／の粂ち浪ナデ 褐色／淡褐色 ” やや多 少

JO a ” 11 条痕 褐色／暗褐色 " 多 微 外面にスス

II ” 11 条痕／板ナデ 黒褐色／／い褐にぶ色 ” 多

I Ob TB II 底部径 5.8 ナデ にぶい黄橙色 ” 多 多 外子あ圧面り、痕に罵内あ色面り部に分種

落ち込み出土土器

第53図 1 TBlc3 3、4、約口径20定1底3高.径U約5非17、部径推 ミガキ／ナデ 黒褐色 良 やや多 少16 

2a TC 16 ” 赤薄色褐茶色褐／／、褐／色薄茶 ” 多 少 黒け2次灰た加か色。熱一を多音

2b 99 3、16 " 
II II 多 やや多 は外”緬粘 土 紐

3 " 3 " 薄茶褐色 ” 多 やや多 個籾2圧体と4、痕2内と同面一に

4 TCか 16 99 
1苗にぶ椿缶い／／賠棲仕 ” 粘土紐は外傾

弔54図5 KAffi 2b 16 条痕／ナデ にぶい黄橙色 ” 多 多 微 条部痕をのヨちコナ口直フ・

6 ” 2a 16 ,, 
浅黄色 不良 多 多

7 ” 2h 16 ” にぶい黄褐色 良 多 条部痕ヨのコナちァg編

8 ” 2a 16 II にぶい黄橙色 99 

9 KAlHb! la 17 条痕 にぶい黄橙色 " 

10 KAmbf I 3、16、1径口5径.8約23底 条痕／ナデ にぶし、‘ヽ黄苗橙褐巴缶． ’’ 多 少17 にぶし

第55図II KBI 2 17 ナデ にぶい黄橙色 " やや多 微 赤彩か

12 KAID 4 靡 条痕／ナデ 浅橙色 ” 多 少

13 KBV 4 l 6 ナデ にぶい黄橙色 ” 多 多

1 4 KAI 2 16 I~賠灰白色角／／灰白缶 ” やや多 少

15 KAm 2、417、21 条痕／板ナデ 暗褐色／／苗にぶ梧伍い 良 多 やや少 多 条部痕をのヨちコナ口鵜テ

16 KAm 5 3 条痕 にぶい黄橙色 良 多 少

17 ” 5 3 " ” 良 多 多

18 ’‘ 4 16、17 条痕／ナデ I昔！こぶ捏伍い／／苗にぶ椿伍い 良 多 多

19 KBm 4 16、17 ＋デ にぶ暗い褐貢褐色色 良 多 やや多 外面にスス

20 KAm 5 16 条痕／／の条ち痕ナデ にぶい黄褐色 良 多 多

21 KBrn 16 ／ナデ 1苗にぶ糾缶い／／黒椿缶 良 多

22 KAIII 5 3 1条ナ1ナgの／ち／ナデ にぶい黄橙色 良 多 やや多

23 KBm I 16 ナデ " やや良 多 少 沈は線丸のい断面形

24 KA I al 5 16 ， 痕ア~ ~. のち／
／ナデ 暗い褐黄掲色色にぶ／／賠褐色 多 少 少 多 小か面）さにが炭い穴多化物い（気。泡内

- 95-



胎 土

図版番号 器種 口縁 層位 法量 (cm)
調 整 色調

焼成 砂粒 海綿骨針
備 考

外面／内面 外面／内面
I mm以下 l~2mm 2 mm以上

25 KI3 I] 2 16 ナデ にぶい黄橙色 認 多 多

26 KBm 2 16 ” にぶい黄褐色 良 やや多 微

第36図27 B 4 ナデ にぶい黄橙色 " 多 少 少

28 A 17 条痕／ナデ " 良 多 微

29 A 16 ” 灰白色 良 多 多

30 A 3 ” にぶい黄橙色 良 多 微

31 A 16 99 99 良 多 少 やや多 外ス面に一部ス

32 A l 6 ” ” 認 多 やや多 多

33 A 3 ” 灰白色 良 多 35と同一個体

34 A 16 99 灰白色 良 多

35 A 17 99 にぶい黄橙色 多 多

36 A 17 条痕 灰黄褐色 良 多

37 B 16 ナデ 棋湧茶缶／／陪栢缶 良 多 少 外色面の彩に薄色茶か祖

38 H I 4 16 ナデ にぶい黄掲色 良 多 少 内面にスス

39 HRillal 1 たち ミガキ

にぶい｀ 良 やや多 痕粗内面かな、にミ外種ガ子面キ圧は
わり 黄橙色／ 紀色

40 HBITI I 17 ナデ 暗掲色 良 多 多

41 HBm I 1 6 口径約 ナデ にぶい黄掲色 良 多 やや多 多

42 HBIII 2 16 口径約 ” 褐灰色 9 9 多 少 やや多

第57図43 A 21 底径 条痕 にぶい黄橙色 良 多 少

14 A 16、17 底径 条痕／ナデ 黄色にぶ／橙／い／暗黄掲橙にぶ色色い 良 多 微 痕内面かに種子圧

45 B 16 底径 ナデ にぶい黄橙色 良 多 やや多 少 内面にスス

46 C 3 底径 ミガキ にぶ里い裾黄橙缶色 良 多 多 恙缶が＼J:刀‘ じ君桟

47 A 16、3 底径 条痕／のナちデナテ： にぶい黄橙色 良 多

4 8 A 16、17 底径 条痕／ナデ にぶい黄褐色 良 多 やや多 多

第38閃49 A 17、3 底径 99 にぶい／／栢黄橙匝色仔やや丘 多 少

30 A 16 ナ条ア痕と／条痕 淡黄色／褐尺色 不良 多 少
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石器表 単位 cm 

図版番号 層位 遺存度 長さ 幅 刃部幅 くびれ 頭部幅 厚さ rg~ 
石 質

第 1次調査

第20図 l 完 形 20.5 9.2 5.8 6 3.6 590 火山礫凝灰岩

2 完 形 15. 8 7. 9 5. 8 6.4 2.4 350 ” 
第21図 l 完 形 20.4 9. 6 6. 6 6. 3 3. 1 640 ” 

2 完 形 4 1. 6 0.5 2.5 輝石安山岩

第32図 1 包 頭部片 (8. 5) 4.9 5. 5 (1. 8) (99.5) 変朽凝灰岩

2 21 刃部片 (6. 2) 7.8 (1. 6) (104) 火山礫凝灰岩

3 包 ほぼ完形 (16. 4) 11 7 7.5 2.6 (499) ” 
4 包 刃部片 (10, 8) (8.5) (1. 6) Cl 70) ” 
5 15 頭部欠 (19. 1) 12.3 (3. 1) (690) ” 
6 包 完 形 20. 8 10.6 5.6 7.4 4. 1 965 ” 
7 17 刃部片 (7. 1) 8. 9 (2.4) (165) 凝灰岩

8 21 ほぼ完形 9.9 (9. 3) 3.3 (400) 砂岩， 21 完 形 8. 3 7. 1 3.6 352 石英安山岩

第33図10 21 完 形 12. 9 9.4 4 765 砂岩

11 8 完 形 9.9 9. 1 4. 1 800 砂岩

12 包 完 形 11. 6 6. 1 3 290 白色凝灰岩

13 17 完 形 10. 4 7.4 3 315 凝灰岩

14 17 完 形 6. 3 5. 1 4 180 凝灰岩

15 17 完 形 3. 1 1. 4 0.3 2.2 輝石安山岩

第34図17 2 完 形 24.6 9.4 7 10. 8 7 2450 火山礫凝灰岩

第 2次調査

第51図 l 8b 刃部欠 (15. 6) (9.4) 6. 9 7.4 3. 7 (590) 火山礫凝灰岩

2 11 完 形 7. 5 5.5 1. 5 89 ” 
第60図 l 16 ほぼ完形 20.3 12 7. 1 (5. 7) 2.4 (650) 火山礫凝灰岩

2 4 頭部欠 (12. 6) 10. 3 3. 8 (547) ” 
3 16 完 形 16.5 6.6 6.2 6. 4 3.6 460 ” 
4 17 刃部欠 (10. 3) 7.2 7. 5 (3.8) (319) ” 
5 17 頭部欠 (6. 6) 6.2 6. 7 (1. 2) (130) ” 
6 4 刃・頭部欠 (12. 7) 9.5 6.8 2.8 (429) ” 
7 161 完 形 10. 6 9.6 5 800 砂岩

8 17 (5. 8) (8.1) (3. 5) (193) 砂岩
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